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昭
和
二
年
西
国
札
所
総
出
開
帳
⑴

　

美
濃
の
谷
汲
山
華
厳
寺
は
、
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
第
三
十
三
番
札
所
す
な
わ
ち
満
願
道
場
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
す
ぐ
近

く
に
、
揖
斐
川
町
立
谷
汲
図
書
館
は
所
在
し
て
い
る
。
そ
ん
な
同
図
書
館
を
「
巡
礼
の
里
ま
る
ご
と
資
料
館
」
と
称
し
つ
つ
、
旧
谷
汲
村

に
関
わ
る
文
化
歴
史
資
料
の
調
査
保
存
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
中
に
、
『
西
国
三
十
三
所
観

世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
が
あ
っ
た
。
谷
汲
村
文
化
歴
史
資
料
調
査
保
存
事
業
目
録
作
成
委
員
会
編
『
巡
礼
の
里
ま
る
ご
と
資
料

館　

谷
汲
村
文
化
歴
史
資
料
目
録
』
（
谷
汲
村
発
行
、
平
16
）
の
三
十
九
頁
に
同
資
料
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
同
資
料
そ
の
も
の
は

現
在
も
谷
汲
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
文
書
番
号
「
五
・
三
・
一
二
」
）
。
今
の
と
こ
ろ
、
同
図
書
館
以
外
で
の
所
蔵
を
確
認
し
得
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。

　

Ａ
３
版
の
一
枚
刷
計
三
十
三
枚
が
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
袋
の
表
（
右
目
録
に
写
真
掲
載
、
後
掲
図
１
参
照
）
の
中
央
に
大
き

女
子
大
國
お　

第
百
六
十
九
号　

令
和
三
年
九
月
三
十
日

濃
尾
地
震
と
西
国
札
所
総
出
開
帳
と
生
人
形

― 
資
料
紹
介
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』 

―
中

前

正

志
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く
「
西
国
三
十
三
所
観
世
音
／
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
」
と
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
右
に
「
大
垣
市 

○

養
老
、
高
田
、
赤
坂
／
神ゴ

ウ

戸ド

、
谷
汲
に
お

い
て
／
昭
和
二
年
四
月
十
五
日
ヨ　

　

リ

同
年
五
月
廿
日
マ
デ
」
、
左
に
「
〈
濃
尾
大
震
災
横
死
者
／
三
十
七
回
忌
大
供
養
〉
大
垣
奉
賛
会
」
と
あ

り
、
ま
た
「
（
各
奉
安
所
に
て
発
売
）
」
と
も
見
え
る
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
に
お
け
る
横
死
者
の

三
十
七
回
忌
の
供
養
と
し
て
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
、
大
垣
市
と
そ
の
周
辺
を
会
場
（
奉
安
所
）
に
、
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
各

札
所
の
観
音
を
一
斉
に
寺
外
で
開
帳
す
る
西
国
札
所
総
出
開
帳
が
開
催
さ
れ
た
、
そ
の
際
の
「
記
念
お
み
や
げ
」
だ
と
知
れ
る
。
た
だ
、

谷
汲
山
華
厳
寺
の
場
合
だ
け
は
、
右
引
記
事
に
「
…
…
谷
汲
に
お
い
て
」
と
あ
る
か
ら
居
開
帳
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
厳
密
に
言
え
ば

「
総
出○

開
帳
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
。
ま
た
、
袋
の
表
に
は
「
卅
三
枚
壹
組　
定価

金　

銭
」
と
も
あ
っ
て
、
中
身
の
一
枚
刷
が

三
十
三
枚
で
あ
る
の
と
合
致
し
て
お
り
、
欠
損
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
各
札
所
に
つ
き
一
枚
ず
つ
宛
て
ら
れ
て
い
る
な

か
、
第
四
番
施
福
寺
と
第
二
十
五
番
播
磨
清
水
寺
の
分
が
見
当
た
ら
ず
、
一
方
、
番
外
の
花
山
院
と
勝
尾
寺
善
信
堂
見
真
大
師
の
分
が
一

枚
ず
つ
加
わ
っ
て
計
三
十
三
枚
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
番
と
第
二
十
五
番
は
そ
も
そ
も
出
開
帳
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
「
総○

出
開
帳
」
で
な
い
面
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

濃
尾
地
震
は
、
芥
川
龍
之
介
『
疑
惑
』
が
罹
災
当
時
の
大
垣
を
舞
台
と
し
て
も
い
る
地
震
。
濃
尾
地
震
関
係
書
と
し
て
評
価
が
高
く
、

平
成
十
四
年
に
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
イ
タ
ウ
ン
」
よ
り
復
刻
さ
れ
て
も
い
る
、
明
治
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
発
行
の
片
山
逸
郎
編
述

『
濃
尾
震
誌
』
（
勝
沼
武
一
発
行
）
は
、
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
十
分
過
ぎ
の
発
生
時
点
の
状
況
に
つ
い
て
「
轟ご

う

然ぜ
ん

一い
つ

声せ
い

百
ひ
や
く

雷ら
い

の
頭
上
に
堕だ

落ら
く

せ
し
と
思
ふ
間
も
な
く
劇げ

き

烈れ
つ

な
る
震し

ん

動ど
ふ

を
起
し
瓦
飛
び
屋お

く

倒た
ほ

れ
地
裂さ

け
井い

溢あ
ふ

れ

瞬
し
ゆ
ん

時じ

に
し
て
全ぜ

ん

世せ

界か
い

も
滅め

つ

絶ぜ
つ

す

べ
き
勢
ひ
を

現
あ
ら
わ

せ
り
」
、
「
大
垣
町
の
被
害
」
に
つ
い
て
「
一
震し

ん

の
下
、
万ば

ん

骨こ
つ

枯か

る
濃
州
安
八
郡
大
垣
町
の
惨
状
は
実
に
此
一
語
を
以
て

評
ひ
や
う

す
る
の
外
な
し
…
…
惨
又
惨さ

ん

酷
又
酷こ

く

当
時
の
状
況
は
到
底
筆
端
の
写
し
得
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
記
す
。
発
生
の
翌
月
か
ら
様
々

な
追
弔
法
会
が
開
か
れ
た
し
（
中
央
防
災
会
議
編
『
一
八
九
一　

濃
尾
地
震
報
告
書
』
160
～
161
頁
、
平
18
）
、
平
成
三
年
に
は
大
垣
市
に
て
、
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追
悼
供
養
な
ど
濃
尾
震
災
百
年
記
念
事
業
が
催
さ
れ
て
い
る
（
『
濃
尾
震
災
１
０
０
年
記
念
誌
』
大
垣
市
、
平
３
）
。

　

こ
の
濃
尾
地
震
に
お
け
る
犠
牲
者
の
三
十
七
回
忌
供
養
と
し
て
の
、
右
西
国
札
所
総
出
開
帳
の
開
催
趣
旨
は
、
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音

聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
の
中
身
三
十
三
枚
の
う
ち
二
十
八
枚
に
、
「
讃
歎
し
奉
る
大
悲
妙
智
力
」
と
題
し
、
末
尾
に
「
濃
尾
震
災
横
死

者
三
十
七
回
忌
供
養
／
〈
西
国
卅
三
所
／
霊
場
観
世
音
〉
聯
合
開
扉 

大
垣
奉
賛
会
」
と
記
す
、
次
の
通
り
の
全
く
の
同
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
（
図
２
参
照
）
、
そ
こ
に
反
映
し
て
も
い
る
。

『
色
は
匂
へ
と
散
り
ぬ
る
を
我
世
た
れ
そ
常
な
ら
む
』
真
に
無
常
の
世
の
中
、
無
常
の
人
生
。
朝
た
に
紅
顔
を
誇
り
し
者
も
、
夕
べ
に

白
骨
と
化
し
、
出
づ
る
息
は
入
る
息
を
俟
た
ず
、
大
地
一
た
び
震
へ
ば
幾
万
の
生
霊
忽
ち
火
埃
中
に
没
す
る
こ
と
、
濃
尾
震
災
の
如
く
、

関
東
震
災
の
如
く
、
但
馬
丹
後
の
震
災
の
如
く
で
あ
る
。
…
…
我
大
垣
が
今
よ
り
三
十
七
年
前
、
即
ち
明
治
廿
四
年
の
大
震
災
に
襲

は
れ
、
一
旦
全
く
破
滅
の
悲
運
に
陥
ゐ
り
た
り
し
も
、
彼
の
観
音
の
力
を
念
じ
た
る
、
眼
前
利
益
に
依
り
、
遭
難
以
前
に
優
る
今
日

あ
る
こ
と
を
得
た
の
は
、
関
東
大
震
災
の
際
、
浅
草
観
音
堂
の
一
地
域
の
み
が
無
事
な
る
を
得
た
る
と
好
一
対
で
あ
る
。
実
に
火
も

焼
く
能
は
ず
、
水
も
漂
は
す
能
は
ず
、
嗟
呼
こ
の
活
仏
は
慈
眼
を
以
て
衆
生
を
視
ら
れ
、
福
聚
の
海
無
量
な
り
。
吾
等
は
諸
君
と
共

に
頂
礼
す
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

昭
和
二
年
西
国
札
所
総
出
開
帳
⑵

　

岐
阜
県
図
書
館
に
は
、
上
端
部
に
「
南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
（
西
国
三
十
三
所

本
尊
聯
合
開
扉
）
」
と
横
書
き
し
た
一
枚
刷
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（26-

10.5-1　

図
３
参
照
）
。
縦
三
九
・
二
㎝
×
横
五
四
・
七
㎝
、
赤
と
青
の
二
色
刷
で
、
同
図
書
館
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
も
い
る
。

そ
の
資
料
の
左
下
に
は
「
〈
濃
尾
大
震
災
横
死
者
三
十
七
回
忌
供
養
／
西
国
卅
三
札
所
観
世
音
本
尊
聯
合
開
扉
〉
大
垣
奉
賛
会
」
と
見
え
る

の
で
、
前
項
に
取
り
上
げ
た
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
ち
ら
の
一
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枚
刷
資
料
の
方
は
、
昭
和
二
年
西
国
札
所
総
出
開
帳
に
お
け
る
各
札
所
本
尊
の
奉
安
場
所
を
示
し
た
案
内
地
図
で
あ
る
。

　

地
図
の
上
方
に
は
、
「
参
詣
者
便
覧
」
が
掲
げ
ら
れ
、
「
道
案
内
料
金
」
や
「
車
賃
」
「
自
動
車
賃
」
「
支
度
料
」
「
宿
泊
料
」
が
示
さ
れ
た

あ
と
、
各
札
所
本
尊
の
奉
安
場
所
や
ア
ク
セ
ス
、
順
路
が
、
大
垣
市
内
第
一
区
西
部
・
同
第
二
区
東
部
・
同
第
三
区
中
央
部
・
第
四
郊
外

と
、
地
区
ご
と
に
分
け
て
呈
示
・
案
内
さ
れ
て
い
る
。
第
三
区
の
中
に
、
「
震
災
横
死
者
総
供
養
道
場　

公
園
南
／
奉
安
本
尊　

札
所
開
山

花
山
法
皇
（
摂
津
）
」
と
見
え
、
地
図
に
お
い
て
も
、
大
垣
城
の
あ
る
公
園
の
脇
、
「
招
コ
ン
社
前
」
の
近
く
に
「
総
供
養
場　

花
山
院
」

と
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
同
地
図
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
前
項
に
見
た
通
り
、
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯

合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
三
十
三
枚
の
中
に
番
外
の
花
山
院
の
分
一
枚
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
「
奉
安
所　

大
垣
市
郭
町
招
魂

社
南
」
、
そ
し
て
「
大
垣
市
が
、
こ
の
花
山
院
を
も
つ
て
大
震
災
総
供
養
場
に
あ
て
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ゆ
え
あ
る
こ
と
で
あ
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
照
応
す
る
も
の
に
違
い
な
い
。
「
総
供
養
場　

花
山
院
」
と
並
ん
で
地
図
に
記
さ
れ
る
「
見
真
大
師
」
も
、

『
同
』
三
十
三
枚
の
う
ち
に
、
こ
れ
も
先
述
通
り
勝
尾
寺
善
信
堂
見
真
大
師
の
分
が
一
枚
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
項
に
お
い
て
谷
汲
山
華
厳
寺
の
場
合
は
出
開
帳
で
な
く
居
開
帳
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
述
べ
た
が
、
確
か
に
、
右
一
枚
刷
資
料

の
案
内
地
図
に
も
、
「
イ
ビ
グ
ン
谷
汲
村
」
に
「
卅
三
バ
ン
谷
汲
山
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
間
違
い
な
く
居
開
帳
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
三
十
三
枚
の
中
に
第
四
番
施
福
寺
と
第
二
十
五
番
播
磨
清
水
寺
の
分
が
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
総
出
開
帳
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
と
、
前
項
に
述
べ
た
が
、
右
一
枚
刷
案
内
地
図
に
そ
れ
ら

が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
も
間
違
い
な
く
確
認
し
得
る
。

　

一
枚
刷
案
内
地
図
を
さ
ら
に
検
す
る
に
、
第
四
番
札
所
と
第
二
十
五
番
札
所
以
外
に
、
第
二
番
紀
三
井
寺
・
第
三
番
粉
河
寺
・
第
八
番

長
谷
寺
も
見
ら
れ
な
い
。
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
は
、
各
札
所
ご
と
に
「
所
在
地
」
「
奉
安
所
」
「
本
尊
」
を

掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
三
札
所
に
つ
い
て
は
、
「
所
在
地
」
「
本
尊
」
の
み
で
「
奉
安
所
」
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
や
は
り
総
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出
開
帳
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
計
五
札
所
が
出
開
帳
し
て
お
ら
ず
、
か
な
り
不
完
全
な
総○

出
開
帳
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
五
札
所
の
う
ち
、
第
二
・
三
・
八
番
札
所
の
分
各
一
枚
は
そ
れ
ぞ
れ
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
に
含

ま
れ
て
い
て
、
第
四
・
二
十
五
番
の
分
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
違
い
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
一
枚
刷
案
内
地
図
の
上
方
に
は
、
先

引
通
り
「
震
災
横
死
者
総
供
養
道
場　

公
園
南
／
奉
安
本
尊　

札
所
開
山
花
山
法
皇
（
摂
津
）
」
と
見
え
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
「
二
番
、

三
番
、
四
番
、
八
番
の
遙
拝
所
あ
り
納
経
附
与
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
出
開
帳
し
な
か
っ
た
札
所
の
遙
拝
所
が
、
総
供
養
道
場
に
設

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
記
事
の
中
に
「
二
十
五
番
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
事
情
に
つ
い
て
は
や
は
り
、
わ
か
ら
な

い
。
単
な
る
記
載
漏
れ
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
一
枚
刷
案
内
地
図
の
左
上
に
「
醍
醐
寺
宝
物
／
国
宝
展
覧
会
／
自
四
月
廿
日　

至
五
月
五
日
／
会
場　

大
垣
公
園
西
（
日
下
部

氏
邸
）
」
と
案
内
さ
れ
て
も
い
る
。
札
所
本
尊
の
出
開
帳
に
止
ま
ら
ず
、
そ
う
し
た
も
の
も
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

明
治
二
十
六
年
西
国
札
所
総
出
開
帳

　

濃
尾
地
震
に
関
わ
っ
て
の
西
国
札
所
総
出
開
帳
は
、
よ
り
早
く
、
地
震
の
一
年
半
後
に
も
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
は
、
奥
付
に
よ
る
に
、
岐
阜
県
安
八
郡
大
垣
町
伝
馬
十
五
番
戸
在
住
の
勝
沼
武
一
が
編
集
・
発
行
し
た
も
の
で
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
三
月
二
十
七
日
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
勝
沼
武
一
は
、
先
に
一
部
引
用
し
た
同
年
同
月
二
十
五
日
発
行
の
『
濃

尾
震
誌
』
の
発
行
者
で
も
あ
る
。
そ
の
勝
沼
は
、
『
濃
尾
震
誌
』
の
「
叙
」
で
も
「
今
ヤ
其
レ
ガ
死
亡
者
追
善
冥
福
ノ
法
会
ヲ
修
ス
ル
ト
同

時
ニ
、
其
レ
ガ
遺
族
者
ノ
転
過
享
福
ヲ
全
フ
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
際
シ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
の
「
自
叙
」
で
は
、
「
想

ヒ
起
ス
往
年
濃
尾
ニ
於
ケ
ル
大
震
災
ノ
当
時
タ
ル
余
ハ
実
ニ
其
中
心
点
ナ
ル
大
垣
ニ
住
シ
以
テ
之
レ
ヲ
実
地
ニ
目
撃
セ
リ
否
是
レ
ヲ
余
ガ

余
自
身
ト
其
血
縁
ト
ノ
上
ニ
受
ケ
非
常
ノ
困
難
ニ
陥
リ
其
極
十
有
一
名
ノ
有
縁
ヲ
亡
失
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
書
き
始
め
た
う
え
で
、
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這
回
大
慈
ノ
尊
像
ヲ
開
扉
シ
其
レ
ガ
死
者
ノ
冥
福
ヲ
祈
リ
併
セ
テ
遺
族
ノ
転
過
享
福
ノ
資
ニ
供
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
蓋
シ
又
是
レ
ガ

為
メ
而
已

と
末
尾
部
に
述
べ
て
い
る
。
観
音
像
の
開
扉
に
言
及
す
る
（
傍
線
部
）
点
、
注
意
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
自
叙
」
の
前
に
据
え
ら
れ

た
、
「
叡
山
沙
門　

蘆
津
實
全
」
に
よ
る
「
序
」
の
中
に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
か
つ
明
瞭
に
、

…
…
爰
に
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
天
明
地
大
に
震
動
し
て
人
民
非
常
の
災
害
に
遭
ふ
就
中
美
濃
尾
張
の
二
国
ハ
其
中
心
に
し

て
害
を
受
る
こ
と
甚
し
く
…
…
大
垣
は
最
も
劇
苦
を
嘗
め
た
り
き
…
…
這
回
該
地
の
信
徒
勝
沼
信
之
等
胥
議
し
て
西
国
三
十
三
番
札

所
の
観
世
音
菩
薩
を
拝
請
し
て
大
垣
に
勧
請
し
死
亡
者
の
霊
魂
を
弔
慰
し
生
存
者
の
福
楽
を
種
植
せ
し
め
ん
と
し
て
昨
秋
以
来
拮
据

経
営
其
賛
画
已
に
成
る
を
以
て
本
年
四
月
同
地
に
開
扉
の
盛
典
を
挙
げ
道
俗
士
女
を
し
て
普
く
菩
薩
に
結
縁
せ
し
め
ん
と
す
と
云
ふ

…
…
今
や
菩
薩
ハ
大
垣
に
降
臨
し
て
三
十
三
日
間
特
に
此
土
の
衆
生
の
嘗
て
苦
に
罹
り
て
死
傷
し
又
生
存
す
る
も
衆
縛
に
纏
は
る
者

及
び
回
来
の
賽
詣
者
を
し
て
大
慈
眼
を
以
て
一
子
同
仁
の
利
益
を
施
し
玉
は
ん
と
の
嘉
運
に
遭
遇
し
た
れ
ば
遠
近
を
論
ぜ
ず
諸
人
趾

を
挙
て
大
垣
に
参
詣
せ
ば
数
箇
国
巡
拝
と
其
功
を
斉
ふ
し
て
其
大
悲
降
臨
中
ハ
大
垣
は
即
ち
西
国
の
霊
場
を
縮
少
す
る
の
浄
土
と
成

る
な
り
…
…

と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
に
、
明
治
二
十
六
年
四
月
の
某
日
よ
り
三
十
三
日
間
、
や
は
り
大
垣
に
お
い
て
、
濃
尾
地
震
の
被
害
者
の
冥
福
を
祈
り

復
興
を
祈
念
し
て
、
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
の
編
集
・
発
行
者
の
勝
沼
武
一
（
信
之
）
ら
に
よ
り
、
西
国
三
十
三
所
観
音
の
総
出
開
帳
が
開
催
さ
れ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
右
引
「
序
」
に
「
該
地
の
信
徒
勝
沼
信
之
等
胥
議
し
て
」
（
破
線
部
）
と
あ
る
が
、
「
自
叙
」
の
末
尾
に
「
慈
眼
会

主
／
勝
沼
信
之
誌
」
と
署
さ
れ
（
『
濃
尾
震
誌
』
の
「
叙
」
の
末
尾
も
同
じ
）
、
村
上
玉
橘
に
よ
る
「
跋
」
に
「
慈
眼
会
の
あ
ろ
じ
勝
沼
の

大
人
」
と
見
え
る
か
ら
、
勝
沼
を
中
心
に
慈
眼
会
が
主
催
者
と
な
っ
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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明
治
二
十
六
年
の
『
岐
阜
日
日
新
聞
』
を
検
す
る
に
、
右
の
総
出
開
帳
に
関
す
る
記
事
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
四
月
一
日
号
に
は
、
「
大

垣
町
の
賑
ひ
」
と
題
し
て
、
「
安あ

ん

八
郡

ご
ほ
り

大お
ほ

垣が
き

町ま
ち

に
て
は
愈い

よ

々〳
〵

今こ
ん

一
日
よ
り
西さ

い

国こ
く

三
十
三
所し

よ

観
く
わ
ん

世ぜ

音お
ん

聯れ
ん

合が
ふ

開か
い

扉ひ

を
執し

つ

行か
う

す
る
に
付つ

き
各か

く

所し
よ

に

ハ
大お

ほ

旗は
た

及お
よ

び

幟
の
ぼ
り

を
押お

し

立た

て
一
昨さ

く

三
十
日
よ
り
余よ

程ほ
ど

景け
い

気き

を
添そ

へ
た
り
し
」
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
右
に
は
「
四
月
の
某
日
よ
り
三
十
三
日

間
」
と
記
し
た
が
、
正
確
に
は
四
月
一
日
～
五
月
三
日
を
会
期
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
同
号
に
は
、
「
美
濃
大
垣
町
旅
人

宿
」
三
軒
に
よ
る
、
「
今
般
当
地
観
音
ノ
開
帳
ニ
付
俄
ニ
宿
料
ヲ
暴
騰
シ
過
当
ノ
代
金
ヲ
貪
取
云
々
ノ
風
聞
モ
有
之
趣
ナ
レ
共
私
共
ニ
於
テ

ハ
右
様
不
徳
義
不
名
誉
ノ
事
ハ
決
シ
テ
不
仕
一
銭
ノ
直
上
不
仕
候
間
悪
評
ニ
御
懸
念
ナ
ク
何
卒
御
投
宿
ノ
程
奉
願
上
候
」
と
い
う
「
広
告
」

が
掲
載
さ
れ
て
も
い
る
。
あ
る
い
は
、
同
号
が
「
信
者
の
寄
附
」
と
題
し
て
「
羽は

栗ぐ
り

郡
ご
ほ
り

笠か
さ

松ま
つ

町ま
ち

の
信し

ん

仰か
う

連れ
ん

は
今こ

ん

度ど

安あ
ん

八
郡

ご
ほ
り

大お
ほ

垣が
き

町ま
ち

へ
出で

開か
い

帳て
う

を
な
す
谷た

に

汲ぐ
み

山ざ
ん

観
く
わ
ん

世ぜ

音お
ん

へ
大お

ほ

幟
の
ぼ
り

一
対つ

ゐ

吹ふ
き

貫ぬ
き

一
本ほ

ん

を
寄き

附ふ

し
た
る
よ
し
」
と
記
す
か
ら
、
先
の
昭
和
二
年
総
出
開
帳
の
時
と
違
っ
て
、

第
三
十
三
番
の
谷
汲
山
華
厳
寺
も
大
垣
に
て
出
開
帳
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
桑
名
―
大
垣
―
揖
斐
を
結
ぶ
養
老
鉄
道
が
大
正
八
年

に
全
線
開
通
し
て
同
寺
に
行
き
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
二
年
時
に
は
出
開
帳
で
な
く
居
開
帳
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
四

月
九
日
号
に
は
「
家
鶏
仏
徳
に
感
ず
」
と
題
し
て
、
華
厳
寺
本
尊
が
出
開
帳
に
向
け
て
大
垣
へ
と
運
ば
れ
る
途
中
の
こ
と
、
白
鶏
四
羽
が

護
僧
方
の
読
経
の
間
、
「
駢な

ら

び
て

頭
か
ふ
べ

を
低た

れ

眼
ま
な
こ

を
閉と

ぢ
一
心し

ん

不ふ

乱ら
ん

に
大だ

い

慈じ

大だ
い

悲ひ

の

観
く
わ
ん

音お
ん

擁お
う

護ご

の
結け

つ

縁ゑ
ん

に
感か

ん

ず
る
も
の
ゝ
如ご

と

く
」
で
あ
っ

た
と
い
う
、
霊
験
譚
を
掲
載
し
て
も
い
る
。
そ
し
て
、
四
月
十
三
日
号
の
「
大
垣
開
扉
の
景
況
」
や
四
月
十
四
日
号
の
「
大
垣
町
の
賑
合

ひ
」
が
、
総
出
開
帳
の
盛
況
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
四
月
八
日
号
に
は
「
慈
眼
会
の
震
災
供
養
」
と
題
す
る
記
事
が
見
ら
れ
、
「
大お

ほ

垣が
き

町ま
ち

聯れ
ん

合が
ふ

開か
い

扉ひ

に
付つ

き
慈じ

眼
ぐ
わ
ん

会
く
わ
い

は
目も

く

下か

震し
ん

災さ
い

死し

亡ば
う

者し
や

乃
た
め
大だ

い

供く

養や
う

を

営
い
と
な

み
居を

れ
る
が
去さ

る

三
日
の
如ご

と

き
は
十
数す

人に
ん

の
楽が

く

人に
ん

と
数す

十
名め

い

の

僧そ
う

侶り
ょ

を
招せ

う

請せ
い

し

盛
さ
か
ん

な
る
法は

ふ

会ゑ

を
修し

う

し

漸
や
う
や

く
黄た

そ

昏が
れ

に
及お

よ

ん
で
式し

き

全
ま
っ
た

く
了お

は

り
た
り
…
…
」
と
、
総
出
開
帳
に
合
わ
せ
て
先
述
の
慈
眼
会
が
供

養
法
会
を
催
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
し
得
る
。
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新
出
の
西
国
札
所
総
出
開
帳
と
四
国
霊
場
総
出
開
帳

　

例
え
ば
、
佐
藤
久
光
『
遍
路
と
巡
礼
の
民
俗
』
（
人
文
書
院
、
平
18
）
に
、

秩
父
札
所
は
全
寺
院
が
そ
ろ
っ
て
の
総
開
帳
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
西
国
札
所
で
は
総
居
開
帳
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
総
出
開

帳
も
稀
で
二
回
行
わ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、昭
和
十
年
三
月
十
日
か
ら
四
月
十
一
日
ま
で
の
三
十
三
日
間
に
亘
っ
て
、「
観

音
霊
場
三
十
三
ヶ
所
阪
急
沿
線
出
開
帳
」
が
「
西
国
三
十
三
ヶ
札
所
連
合
会
」
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
…
…
出
開
帳
の
目
的
は
前

年
に
近
畿
地
方
を
見
舞
っ
た
風
水
害
の
犠
牲
者
の
追
悼
慰
霊
大
供
養
塔
建
立
と
、
「
皇
国
非
常
時
打
開
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
…
…
西

国
札
所
の
今
一
つ
の
総
出
開
帳
は
、
同
じ
昭
和
十
年
の
十
月
十
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
の
三
十
三
日
間
に
亘
っ
て
関
東
地
方
の

京
浜
沿
線
と
東
横
沿
線
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
「
非
常
時
護
国
祈
願
震
災
十
三
年
供
養
」
で
あ
っ
た
。

と
記
さ
れ
る
（
72
～
73
頁
）
。
こ
れ
に
よ
る
に
、
西
国
札
所
総
出
開
帳
と
し
て
、
巡
礼
研
究
に
お
い
て
従
来
把
握
さ
れ
て
い
る
の
は
、
阪
急

沿
線
と
京
浜
沿
線
・
東
横
沿
線
に
お
け
る
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
時
の
二
回
だ
け
で
あ
る
ら
し
い
（
傍
線
部
な
ど
）
。
す
な
わ
ち
、
前
項

ま
で
に
見
て
き
た
、
濃
尾
地
震
に
関
す
る
総
出
開
帳
は
、
こ
こ
に
新
た
に
確
認
で
き
た
新
出
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
冒

頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
自
体
は
『
巡
礼
の
里
ま
る
ご
と
資
料
館　

谷
汲
村
文
化
歴
史

資
料
目
録
』
に
概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。
し
か
も
、
右
の
昭
和
十
年
時
よ
り
も
遡
る
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
時
と
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
時
の
二
回
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
（
昭
和
二
年
時
の
も
の
は
、
先
述
通
り
厳
密
に
は
総
出
開
帳
で
は
な
い
が
）
、
巡
礼
研
究

の
う
え
で
注
目
す
べ
き
事
例
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

森
正
人
『
四
国
遍
路
の
近
現
代

―
「
モ
ダ
ン
遍
路
」
か
ら
「
癒
し
の
旅
」
ま
で

―
』
（
創
元
社
、
平
17
）
第
二
章
「
『
空
前
絶
後
！
』

四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場
出
開
帳
」
は
、
四
国
八
十
八
所
霊
場
の
総
出
開
帳
と
し
て
唯
一
開
催
さ
れ
た
、
ま
さ
に
「
空
前
絶
後
」
の
事
例
で

あ
る
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
大
阪
南
海
沿
線
で
の
四
国
霊
場
総
出
開
帳
に
つ
い
て
、
右
の
昭
和
十
年
時
の
二
回
の
う
ち
阪
急
沿
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線
で
の
「
西
国
巡
礼
出
開
扉
の
成
功
が
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
出
開
帳
の
開
催
に
際
し
て
、
関
係
者
た
ち
に
大
き
な
自
信
を
与
え
た
。
西

国
三
十
三
ヶ
所
の
出
開
扉
は
、
後
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
出
開
帳
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
記
し
（
67
頁
）
、
佐
藤
先
掲
書

に
も
、四

国
霊
場
の
総
開
帳
は
八
十
八
カ
所
の
総
意
が
難
し
く
、
不
調
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
の
南
海
沿
線
で
の
出
開
帳
は
昭
和
十
年

に
西
国
札
所
が
阪
急
沿
線
と
関
東
で
行
っ
た
二
回
の
出
開
帳
が
強
く
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
説
く
（
74
頁
）
。
「
空
前
絶
後
」
た
る
昭
和
十
二
年
の
四
国
霊
場
総
出
開
帳
が
、
昭
和
十
年
の
西
国
札
所
総
出
開
帳
に
よ
っ
て
導
か
れ
た

面
が
あ
る
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
右
の
森
著
書
も
佐
藤
著
書
も
、
四
国
霊
場
が
実
は
、
昭
和
四
年
に
大
垣
で
総
出
開
帳
し
よ
う
と
し
て
完
全
に
は
実
現
し
な
か
っ

た
と
い
う
一
件
を
、
吉
田
卯
之
吉
編
『
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
出
開
帳
誌
』
（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
出
開
帳
奉
賛
会
、
昭
13
）
に
基
づ
い

て
取
り
上
げ
て
い
る
。
同
書
に
は
、

四
国
霊
場
の
出
開
帳
は
空
前
の
事
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
之
が
出
開
帳
計
画
は
皆
無
で
あ
つ
た
か
と
言
へ
ば
、
決
し
て
さ
う
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
過
去
に
於
て
数
回
、
十
数
回
試
み
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
何
れ
も
無
事
遂
行
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

八
十
八
箇
寺
院
が
揃
つ
て
出
開
帳
し
よ
う
と
意
見
の
一
致
を
見
た
こ
と
さ
へ
も
な
か
つ
た
ら
し
い
。
殊
に
最
も
不
幸
な
状
態
に
な
つ

た
の
は
、
昭
和
四
年
岐
阜
県
大
垣
市
に
於
て
行
は
れ
た
四
国
霊
場
出
開
帳
で
あ
つ
た
。
当
時
伊
予
部
会
は
霊
場
神
聖
保
持
の
為
め
「
出

開
帳
す
べ
か
ら
ず
」
と
強
硬
に
主
張
し
、
知
事
の
勧
誘
を
も
退
け
、
他
三
国
の
強
要
に
も
屈
せ
ず
、
遂
に
六
十
二
箇
寺
の
出
開
帳
と

な
つ
た
が
、
其
の
出
開
帳
も
中
途
に
於
て
、
不
幸
閉
鎖
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
見
え
る
（
2
～
3
頁
）
。
こ
こ
に
も
特
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
し
、
巡
礼
研
究
に
お
い
て
従
来
把
握
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
よ
う
な
の

で
森
著
書
も
佐
藤
著
書
も
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
が
、
先
述
通
り
、
こ
の
大
垣
で
の
四
国
霊
場
総
出
開
帳
の
二
年
前
の
昭
和
二
年
に
、
同
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じ
大
垣
の
地
に
て
西
国
札
所
の
総
出
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
空
前
絶
後
」
の
昭
和
十
二
年
に
お
け
る
四
国
霊
場
総
出
開
帳
は
、

単
に
二
年
前
の
西
国
札
所
総
出
開
帳
の
影
響
下
に
実
現
し
た
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
八
年
前
の
昭
和
四
年
に
、
や
は
り
二
年
前
の
西
国
札

所
総
出
開
帳
の
後
を
追
っ
て
大
垣
に
て
開
催
し
よ
う
と
し
た
、
同
様
の
経
験
が
生
か
さ
れ
た
結
果
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

新
た
に
昭
和
二
年
時
大
垣
で
の
西
国
札
所
総
出
開
帳
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
も
憶
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
昭
和
十
年
の
西
国
札
所
総
出
開
帳
の
う
ち
、
阪
急
沿
線
で
の
も
の
の
広
告
の
写
真
が
森
著
書
や
佐
藤
著
書
に
掲
載
さ
れ
、
京
浜

沿
線
・
東
横
沿
線
で
の
も
の
に
つ
い
て
の
「
観
音
霊
場
西
国
三
十
三
札
所
京
浜
東
横
沿
線
出
開
扉
案
内
図
」
の
写
真
と
解
説
が
愛
媛
県
歴

史
文
化
博
物
館
編
『
四
国
遍
路
と
巡
礼
』
（
平
成
二
十
七
年
度
特
別
展
図
録
）
に
載
る
（
た
だ
し
、
同
案
内
図
を
昭
和
十
年
で
な
く
昭
和

十
一
年
の
も
の
と
解
説
し
て
い
る
）
。
後
者
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
昭
和
二
年
時
の
一
枚
刷
案
内
地
図
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

総
出
開
帳
と
略
縁
起
集

　
「
自
叙
」
や
「
序
」
が
明
治
二
十
六
年
の
総
出
開
帳
に
言
及
し
て
い
た
、
同
総
出
開
帳
直
前
の
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
は
、
同
総
出
開
帳
に
合
わ

せ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
の
本
体
部
は
、
冒
頭
に
「
西
国

観
音

縁
起
集
／
慈
眼
会
編
纂
」
と
掲
げ
た
う
え
で
各
札
所
の
縁
起

記
事
を
載
せ
る
本
文
計
七
十
頁
を
中
心
と
し
つ
つ
、
各
札
所
の
本
尊
御
影
と
巡
礼
歌
を
表
に
、
当
該
札
所
寺
院
の
境
内
や
伽
藍
の
「
真
景
」

を
裏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
た
、
石
版
に
よ
る
計
三
十
三
葉
を
、
随
所
に
挿
入
し
て
い
る
。
縁
起
記
事
は
札
所
ご
と
に
平
均
約
二
頁
分
に

亘
っ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
、
各
寺
院
発
行
の
略
縁
起
に
拠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
第
十
番
札
所
三
室
戸
寺
条
に
掲
載
さ
れ
る
縁
起
記
事
の
場
合
、
同
寺
に
版
木
が
所
蔵
さ
れ
る
お
よ
そ
江
戸
後
期
の
『
畧
縁
起
』

に
基
づ
い
て
い
て
、
一
箇
所
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
文
に
な
っ
て
い
る
（
拙
著
『
寺
院
内
外
伝
承
差
の
原
理　

縁
起
通
史
の
試
み
か
ら
』
〈
法
藏

館
、
令
３
〉
300
～
301
頁
参
照
）
。
た
だ
し
、
第
二
十
二
番
総
持
寺
条
に
掲
載
さ
れ
る
縁
起
記
事
は
「
…
…
上
の
如
く
旧き

う

記き

の
要
を
撮さ

い

し
其
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概お
ほ
む
ね

を
摘つ

み
以
て
こ
れ
を

略
り
や
く

縁ゑ
ん

起き

と
す
」
と
結
ぶ
か
ら
、
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
が
。

　

昭
和
二
年
時
の
総
出
開
帳
の
際
に
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
先
の
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
所
収

三
十
三
枚
い
ず
れ
に
も
、
袋
の
表
に
「
う
つ
く
し
い
御
絵
ど
き
」
と
記
さ
れ
る
（
図
１
参
照
）
通
り
彩
色
さ
れ
た
絵
が
画
か
れ
る
と
と
も

に
、
や
は
り
縁
起
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
図
２
参
照
）
。
う
ち
二
十
八
枚
に
は
、
先
述
の
記
事
「
讃
歎
し
奉
る
大
悲
妙
智
力
」
と
一
緒

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
縁
起
記
事
は
、
右
の
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
に
拠
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
年
時
の
総
出
開
帳

に
は
、
明
治
二
十
六
年
時
の
総
出
開
帳
を
受
け
継
ご
う
と
す
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
か
。
た
だ
し
、
例
え
ば
三
室
戸
寺
の
場

合
、
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
所
載
記
事
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
あ
と
、
末
尾
に
、
そ
れ
に
は
な
い
記
述
「
明
年
は
畏
く
も
今
上
陛
下
御
即
位
の
大
典

を
挙
げ
さ
せ
ら
る
ゝ
に
あ
た
り
、
恒
例
に
よ
り
山
城
国
宇
治
の
御
本
堂
に
お
い
て
開
扉
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
今
回

高
田
町
に
お
い
て
尊
像
を
拝
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
お
そ
れ
多
く
も
あ
り
難
き
事
ど
も
で
あ
る
」
を
加
え
て
も
い
る
（
傍
線

部
に
つ
い
て
は
別
に
、
「
奉
安
所　

岐
阜
県
養
老
郡
高
田
町
」
と
記
載
し
て
あ
る
）
。

　

例
え
ば
、
先
に
触
れ
た
、
三
室
戸
寺
に
版
木
が
所
蔵
さ
れ
る
江
戸
後
期
の
『
畧
縁
起
』
も
、
新
帝
即
位
ご
と
の
開
帳
に
つ
い
て
の
記
述

を
わ
ざ
わ
ざ
末
尾
部
に
載
せ
て
お
り
、
い
ず
れ
か
の
天
皇
の
即
位
時
の
開
帳
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
か
と
臆
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
先

掲
拙
著
276
頁
）
よ
う
に
、
西
国
札
所
寺
院
で
も
近
世
以
降
、
開
帳
に
合
わ
せ
て
し
ば
し
ば
略
縁
起
が
版
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
知
ら
れ
る

通
り
で
あ
る
。
右
の
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
や
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
は
、
そ
う
し
た
開
帳
時
版
行
略
縁
起
の
数
々

の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ
面
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
各
札
所
寺
院
単
独
の
出
開
帳
で
な
く
総○

出
開
帳
で
あ
る
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
、
両
者
い
ず
れ
も
、
札
所
寺
院
の
略
縁
起
を
集
成
し
た
略
縁
起
集○

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
は
、
三
十
三
所
の
各
縁
起
を
掲
載
し
た
あ
と
に
「
附
録
」
と
し
て
、
「
巡
礼
権
輿
及
び
中
興
或
問
」
と
題
す
る
文

章
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
、
「
過
ぎ
し
延ゑ

ん

宝ほ
う

の
頃こ

ろ

な
り
と
か
美
濃
国
大お

ふ

垣が
き

に
老ろ

う

若
に
や
く

男
女
多
く
巡
礼
を
思お

も

ひ
立
て
出
け
る
に
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一
人
の
童ど

う

女に
よ

あ
り
…
…
」
と
始
ま
る
、
大
垣
を
舞
台
と
し
た
西
国
巡
礼
霊
験
譚
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
図
会
』
の
各
末
尾
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
（
中
前
編
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』〈
平
26
私
家
版
〉
収
載
拙
稿
「
覚
書 

西
国
巡
礼
霊
験
譚
と
し
て
の
尸
解
譚

―
尸
解
（
譚
）

の
庶
民
化
と
世
俗
化

―
」
参
照
）
。
そ
れ
は
、
大
垣
地
域
に
お
い
て
特
別
な
意
識
を
も
っ
て
享
受
さ
れ
て
き
た
霊
験
譚
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
所
収
の
三
十
三
枚
に
は
、
縁
起
記
事
と
そ
れ
を
「
絵
ど
き
」
し
た

絵
、
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
二
十
八
枚
に
見
ら
れ
る
記
事
「
讃
歎
し
奉
る
大
悲
妙
智
力
」
以
外
、
各
札
所
寺
院
の
本
堂
な
ど
と
奉
安
所
の

写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
図
２
参
照
）
。
た
だ
し
、
出
開
帳
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
第
二
・
三
・
八
番
の
分
に
は
そ
れ
ら
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
ず
、
居
開
帳
で
あ
っ
た
第
三
十
三
番
谷
汲
山
華
厳
寺
の
分
に
つ
い
て
は
当
然
、
奉
安
所
の
写
真
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

明
治
二
十
六
年
一
枚
刷
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』

　

さ
て
、
稿
者
の
手
許
に
、
縦
三
九
・
六
㎝
×
横
五
四
・
〇
㎝
の
一
枚
刷
資
料
が
あ
る
（
図
４
参
照
）
。
上
端
の
枠
外
に
大
き
く
、
標
題

「
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
」
が
掲
げ
ら
れ
、
左
下
に
奥
付
が
、

明
治
二
十
六
年
三
月
廿
三
日
印
刷

明
治
二
十
六
年
三
月
廿
三
日
出
版

版
権
所
有　

 

著
者
発
行
人
及愛
知
県
名
古
屋
市
中
市
場
町
五
番
戸

び
印
刷
人  

大
月
勤
二

大
垣
町
一
／
手
大
販
売大
垣
久
瀬
川
村
村
瀬
冨
三
郎
方

　

大
野
萬
次
郎

と
見
ら
れ
る
。
全
体
が
、
縦
四
段
×
横
九
列
に
格
子
状
に
分
割
さ
れ
て
い
て
、
結
果
、
基
本
的
に
計
三
十
六
の
縦
長
の
区
画
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
一
区
画
毎
に
「
西
国
三
十
三
番
」
札
所
一
つ
が
宛
て
ら
れ
、
各
区
画
の
右
上
に
本
尊
観
音
の
図
像
、
そ
の
下
に
札
所
の
寺
院
名
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な
ど
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
巡
礼
歌
「
御
詠
歌
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
左
側
に
霊
験
譚
（
あ
る
い
は
縁
起
譚
）
「
観
音

霊
験
記
」
が
、
文
章
と
絵
と
で
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
、
図
５
参
照
。

　

計
三
十
六
区
画
の
う
ち
三
十
三
区
画
が
右
の
形
で
整
然
と
埋
め
ら
れ
て
い
て
、
残
る
左
下
の
三
区
画
分
に
は
、
各
札
所
に
つ
い
て
の
記

事
な
ど
で
は
な
く
て
、
札
所
と
は
無
関
係
の
四
面
の
絵
を
掲
載
す
る
（
図
６
参
照
）
。
「
大
垣
町
地
震
大
火
之
図
」
「
岐
阜
市
街
ヨリ

稲
葉
山
延

焼
之
図
」
「
枇
杷
島
破
損
之
図
」
「
名
古
屋
郵
便
局
破
壊
図
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
枚
刷
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音

霊
験
記
』
は
右
奥
付
の
通
り
、
明
治
二
十
六
年
三
月
二
十
三
日
に
刊
行
さ
れ
大
垣
で
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
の
で
、
そ
れ

ら
四
面
の
絵
は
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
地
震
に
お
け
る
被
害
を
画
い
た
も
の
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
先
述
通
り
、
明
治
二
十
六
年

四
月
一
日
よ
り
三
十
三
日
間
、
大
垣
に
お
い
て
、
濃
尾
地
震
の
被
害
者
の
冥
福
と
復
興
を
祈
る
西
国
札
所
総
出
開
帳
が
開
催
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
右
の
一
枚
刷
は
、
そ
の
直
前
に
同
総
出
開
帳
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
明
治
二
十
六
年
三
月

二
十
七
日
に
、
総
出
開
帳
に
伴
う
略
縁
起
集
と
言
う
べ
き
先
述
の
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
、
そ
の
四
日
前
の
刊
行
で
あ
る
。

　

佐
藤
先
掲
書
に
付
さ
れ
る
詳
細
な
書
目
「
西
国
巡
礼
に
関
す
る
書
目
」
に
は
、
『
西
国

観
音

縁
起
集
』
は
見
ら
れ
る
が
、
右
の
『
西
国
三
十
三
番

及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
谷
汲
図
書
館
に
も
国
立
国
会
図
書
館
に
も
他
の
種
々
図
書
館
あ
る
い
は
諸

機
関
に
も
同
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
総
出
開
帳
に
伴
う
、
新
出
の
一
枚
刷
西
国
札
所

霊
験
譚
集
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
定
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
後
に
具
体
的
に
触
れ
る
よ
う
に
、
「
観
音
霊

験
記
」
の
部
分
な
ど
、
至
っ
て
粗
雑
な
も
の
で
、
誤
字
脱
字
の
類
や
文
章
表
現
の
整
わ
な
い
点
が
多
々
存
す
る
し
（
そ
も
そ
も
標
題
も
、

本
来
は
「
西
国
三
十
三
番
御
詠
歌
及○

観
音
霊
験
記
」
で
あ
る
の
を
誤
っ
た
も
の
か
）
、
区
画
の
中
に
書
き
切
れ
ず
に
末
尾
部
が
尻
切
れ
蜻
蛉

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
こ
そ
が
、
当
時
の
霊
験
譚
享
受
の
実
態
の
、
少
な
く
と
も
一
面
を
如
実
に
示

す
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
現
に
、
今
の
と
こ
ろ
所
蔵
す
る
機
関
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
の
種
の
も
の
は
散
逸
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し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
わ
け
あ
っ
て
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

後
掲
の
図
４
に
全
体
の
縮
小
写
真
、
図
５
と
図
６
に
部
分
写
真
（
成
相
寺
条
、
濃
尾
地
震
被
害
図
・
奥
付
）
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

全
体
の
翻
刻
を
付
載
し
た
。

生
人
形
興
行
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
の
影
響
⑴

　

右
の
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
、
特
に
「
観
音
霊
験
記
」
の
部
分
は
、
松
本
喜
三
郎
に
よ
る
生
人
形
興
行
『
西
国

三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
の
冊
子
体
番
付
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
生
人
形
興
行
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
東
京
浅
草

で
初
興
行
さ
れ
る
が
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
が
拠
っ
た
冊
子
体
番
付
は
、
そ
の
時
の
も
の
で
は
な
く
て
、
明
治
十
二

年
（
一
八
七
九
）
の
大
阪
千
日
前
興
行
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
興
行
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
細
田
明
宏
『
近
代
芸
能
文
化
史
に
お
け

る
「
壷
坂
霊
験
記
」
生
人
形
か
ら
浄
瑠
璃
、
そ
し
て
歌
舞
伎
・
講
談
・
浪
花
節
へ
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、
令
２
）
第
二
章
「
生
人
形
」
が
、
明
治
四
年

興
行
と
明
治
十
二
年
興
行
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
霊
験
譚
の
相
違
に
つ
い
て
周
到
に
検
討
・
整
理
し
て
い
る
が
、
両
者
間
で
相
違
す
る
場

合
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
の
「
観
音
霊
験
記
」
は
、
明
治
四
年
興
行
で
な
く
明
治
十
二
年
興
行
の
方
と
一
致
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
十
二
年
時
の
冊
子
体
番
付
の
影
印
と
翻
刻
は
、
拙
稿
「
西
国
三
十
三
所
寺
院
縁
起
霊
験
譚
関
係
諸
資
料
Ⅲ
」

（
『
女
子
大
国
文
』
第
一
四
五
号
、
平
21
）
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
、
各
札
所
の
「
観
音
霊
験
記
」
の
部
分
の
冒
頭
に
、
第
一
番
「
和
泉
式
部
」
、
第
二
番
「
威

光
上
人
」
、
第
三
番
「
渋
川
佐
大
夫
」
、
…
…
第
三
十
三
番
「
大
倉
太
郎
信
満
」
と
、
主
と
し
て
人
名
を
標
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
そ

の
標
題
も
悉
く
、
明
治
十
二
年
冊
子
体
番
付
の
も
の
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
第
十
三
番
の
場
合
、
同
冊
子
体
番
付
が
「
鹿か

ノ
子こ
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の
御お

影ミ
へ

／
京
本ほ

ん

願
ぐ
わ
ん

寺
七
世
の
上
人
」
と
、
例
外
的
に
二
行
に
亘
っ
て
掲
げ
る
の
に
対
し
て
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』

の
「
観
音
霊
験
記
」
が
「
京
本
願
寺
七
世
の
上
人
」
と
だ
け
記
す
の
が
、
唯
一
の
相
違
で
あ
る
。
標
題
が
同
じ
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
取
り

上
げ
て
い
る
霊
験
譚
も
当
然
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
表
現
的
に
も
近
似
す
る
。
一
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
三
十
三
番
華

厳
寺
条
所
載
の
霊
験
譚
を
挙
げ
て
お
く
（
振
仮
名
省
略
）
。
共
に
、
「
大
倉
太
郎
信
満
」
と
標
題
す
る
。

信
満
ハ
奥
州
の
金
商
人
也
。
常
々
大
悲
を
深
く
信
ず
。
或
時
、
文
殊
菩
薩
童
子
化
し
て
、
霊
木
榎
の
木
ニ

而
十
一
面
観
音
の
像
を
造
り

て
信
満
に
与
へ
玉
ふ
。
京
都
仁
和
寺
に
於
て
供
養
し
、
既
に
美
の
垂
井
迄
来
り
し
が
、
御
づ
し
重
く
盤
石
の
如
く
、
尊
像
御
づ
し
の

中
よ
り
出
玉
ひ
、
「
此
処
に
有
縁
の
地●

有
り
」
と
、
五
里
斗
行
止
り
玉
ふ
。
即
ち
今
の
谷
汲
な
り
。
太
郎
ハ
大
悲
の
御
心
に
随
ひ
、
此

処
に
伽
藍
を
建
立
す
。
尊
像
の
連
台
の
下
よ
り
涌
出
る
油◀

に
て
常
灯
明
な
り
。
依
て
谷
汲
寺
と
号
せ
し
と
な
ん
。

（
生
人
形
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
明
治
十
二
年
興
行
時
冊
子
体
番
付
）

大
倉
ハ
奥
州
の
金
商
人
な
り
。
常
々
大
悲
を
深
く
信
じ
、
或
時
、
文
殊
菩
薩
童
子
に
化
し
て
、
霊
木
榎
木
に
て
尊
像
を
造
り
信
満
に

与
へ
給
ふ
。
京
都
仁
和
寺
に
於
て
供
養
し
、
既
に
美
濃
た
る
井
迄
来
り
し
が
、
お
づ
し
重
く
盤
石
の
こ
と
く
、
尊
像
御
づ
し
の
な
か

よ
り
出
給
へ
、「
こ
の
と
こ
ろ
に
有
縁
の
池●

あ
り
」
と
、五
里
計
り
行
と
ゞ
ま
り
給
ふ
。
即
ち
今
の
谷
汲
な
り
。
太
郎
ハ
大
悲
を
建
立
し
、

尊
像
の
蓮
台
の
下
に
た
ゝ
づ
み
、
涌
出
る
池◀

に
て
常
灯
明
と
な
り
。
故
に
谷
汲
。 

（
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
）

　

確
か
に
、
表
現
に
至
る
ま
で
一
致
あ
る
い
は
酷
似
す
る
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
（
実
線
部
）
、
『
西
国
三
十
三
番

及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
の
「
観
音
霊
験
記
」
の
部
分
が
、
右
冊
子
体
番
付
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
一
目
瞭
然
と
さ
え
言
え
そ
う
で

あ
る
。
な
お
、『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
の
右
引
末
尾
の
「
故
に
谷
汲
」
は
、
残
り
の
余
白
な
く
て
簡
略
化
し
た
た
め
に
、

舌
足
ら
ず
な
表
現
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
網
掛
部
「
大
悲
を
建
立
し
」
は
、
冊
子
体
番
付
の
波
線
部
を
省
略
し
簡
略
化

し
よ
う
と
し
た
結
果
、
文
殊
の
化
身
が
与
え
た
観
音
像
の
う
え
に
重
ね
て
信
満
が
「
大
悲
」
観
音
像
を
造
立
す
る
と
い
う
、
奇
妙
な
展
開
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を
生
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
二
箇
所
の
「
池
」
（
傍
点
部
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
地
」
「
油
」
の
誤
り
に
違
い
な
い
。

　

生
人
形
の
興
行
で
は
、
各
札
所
寺
院
の
霊
験
譚
の
一
場
面
を
人
形
に
よ
っ
て
再
現
し
、
見
世
物
と
し
て
興
行
す
る
が
、
冊
子
体
番
付
は
、

各
霊
験
譚
を
記
述
し
た
下
に
、
そ
の
一
場
面
の
絵
を
載
せ
て
い
る
。
霊
験
譚
の
下
に
、
同
霊
験
譚
の
一
場
面
の
絵
を
配
す
る
と
い
う
形
式

も
、
生
人
形
の
冊
子
体
番
付
と
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
と
で
共
通
す
る
し
、
さ
ら
に
、
三
十
三
の
霊
験
譚
の
一
場
面

を
画
く
絵
も
、
構
図
が
左
右
逆
転
し
て
い
た
り
、
人
物
の
数
に
違
い
が
あ
っ
た
り
な
ど
は
す
る
が
、
明
治
十
二
年
時
の
冊
子
体
番
付
と
『
西

国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
の
間
で
ほ
と
ん
ど
一
致
あ
る
い
は
近
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊

験
記
』
の
載
せ
る
「
御
詠
歌
」
も
、
冊
子
体
番
付
が
各
札
所
寺
院
の
霊
験
譚
の
あ
と
に
掲
げ
る
巡
礼
歌
「
御
詠
歌
」
に
従
っ
て
記
載
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

生
人
形
興
行
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
の
影
響
⑵

　
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
が
、
生
人
形
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
の
明
治
十
二
年
大
阪
千
日
前
興
行
に
お
け
る

冊
子
体
番
付
の
影
響
の
も
と
、
そ
れ
に
拠
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
最
早
疑
い
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
必
ず
し

も
そ
う
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

右
の
生
人
形
の
興
行
は
、
制
作
者
の
松
本
喜
三
郎
の
死
後
二
十
年
以
上
経
っ
た
大
正
三
年
ま
で
各
地
で
行
わ
れ
続
け
た
。
例
え
ば
『
活

人
形
師
松
本
喜
三
郎
作 

浄
国
寺
活
人
形
谷
汲
観
音
像 

修
理
報
告
書
』
（
曹
洞
宗
浄
国
寺
、
平
20
）
所
載
伊
藤
加
奈
子
編
「
『
西
国
三
十
三
所

観
音
霊
験
記
』
興
行
年
譜
」
は
、
明
治
十
二
年
以
降
同
二
十
六
年
ま
で
の
間
に
、
計
八
回
の
興
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
同
生
人
形
興
行
の
冊
子
体
番
付
に
拠
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
、
明
治
十
二
年
時
の
も
の
で
な
く
、
そ
れ
よ
り
後
の
興
行
に
お

い
て
、
同
年
時
の
も
の
を
継
承
し
つ
つ
発
行
さ
れ
た
別
の
冊
子
体
番
付
の
方
に
、
拠
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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試
み
に
明
治
十
四
年
時
の
冊
子
体
番
付
（
細
田
明
宏
氏
御
提
供
写
真
に
拠
る
）
と
見
比
べ
る
に
、
右
に
挙
げ
た
華
厳
寺
条
の
場
合
、
明

治
十
二
年
時
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
も
の
の
、
「
榎ゑ

の
木
ニ

而
」
「
御
づ
し
重お

も

く
」
（
明
治
十
二
年
版
）
「
榎え

の

ノ
木き

を
以も

つ

て
」
「
御
づ

し
重お

も

く
成
て
」
（
明
治
十
四
年
版
）
と
小
異
が
見
ら
れ
る
が
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
明
治
十
二
年
版
と
一
致
し
て

い
る
。
拙
稿
「
近
代
池
坊
い
け
ば
な
縁
起
追
考

―
生
人
形
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
六
角
堂
条
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
女
子
大

国
文
』
第
一
四
三
号
、
平
20
）
に
て
取
り
上
げ
た
、
第
十
八
番
六
角
堂
条
に
見
ら
れ
る
小
異
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
明
治
十
二
年
版
の
方

と
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
第
二
十
九
番
松
尾
寺
条
の
場
合
、
同
一
の
霊
験
譚
で
は
あ
り
な
が
ら
、
「
常つ

ね

に
大た

い

悲ひ

を
信し

ん

じ
て
慈し

悲ひ

ふ
か
く
、
或あ

る

夜よ

漁
り
や
う

舩せ
ん

ニ
而
…
…
」
（
明
治
十
二
年
版
）
「
常つ

ね

に
馬ば

頭と
う

観
音
を
信
じ
、
毎
月
参
詣
せ
し
か
、
或あ

る

夜よ

浦
人
漁

り
や
う

舩せ
ん

ニ

て
…
…
」

（
明
治
十
四
年
版
）
と
、
両
版
で
表
現
も
内
容
も
か
な
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
、

明
治
十
二
年
版
で
な
く
明
治
十
四
年
版
の
方
と
悉
く
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
専
ら
明
治
十
二
年
時
の
冊
子
体
番
付
に
拠
っ
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
後
年
の
も
の
に
拠
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
複
数
の
時
点
の
も
の
を
合
わ
せ
参
照
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
冊
子
体
番
付
に
基
づ
く
何
か
別
の
文
献
な
ど
に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　

た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
人
形
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
の
冊
子
体
番
付
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
違

い
は
な
い
。
同
生
人
形
興
行
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
先
掲
細
田
著
書
第
七
章
に
て
論
じ
ら
れ
、
右
掲
中
前
拙
論
に
て
も
若
干
検
討
を
加
え

た
と
こ
ろ
だ
が
、
右
の
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
同
生
人
形
の
明
ら
か
な
影
響
作

と
し
て
も
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
面
が
あ
ろ
う
。
同
生
人
形
興
行
で
は
、
冊
子
体
番
付
と
と
も
に
、
絵
を
中
心
と
し
た
一
枚
刷
番
付
も
作
成

さ
れ
た
が
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
は
、
そ
の
冊
子
体
番
付
を
一
枚
刷
番
付
の
如
く
一
枚
物
に
し
、
そ
れ
に
各
札
所
本

尊
の
御
影
を
加
え
た
も
の
だ
と
も
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
、
生
人
形
の
冊
子
体
番
付
に
拠
っ
た
の
で
は
絶
対
に
な
い
記
述
も
一
箇
所
、
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
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観
音
霊
験
記
』
の
「
観
音
霊
験
記
」
の
部
分
に
見
ら
れ
る
。
第
二
十
八
番
成
相
寺
条
（
図
５
）
に
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
４
話
や

『
古
本
説
話
集
』
巻
下
第
53
話
以
来
知
ら
れ
た
霊
験
譚
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
あ
る
年
大
雪
降
り
、
殆
ど
明
治
二
十
六
年
二
月

4

4

4

4

4

4

4

4

十
二

4

4

日
大
雪
の
如
く
、
百
年
以
降
に
な
き
大
雪
の
た
め
」
と
、
傍
点
を
付
し
て
、
近
時
の
大
雪
に
言
及
し
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
「
明
治
二
十
六
年
二
月
十
二
日
」
か
ら
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
の
刊
行
日
で
あ
る
同
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
の

間
に
は
、
生
人
形
興
行
が
開
催
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
そ
の
間
の
興
行
に
際
し
て
の
冊
子
体
番
付
に
拠
っ
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
『
西

国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
が
濃
尾
地
震
被
害
者
の
冥
福
な
ど
を
祈
る
総
出
開
帳
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
自
然
災
害

に
対
す
る
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
て
、
そ
の
結
果
、
右
の
よ
う
な
記
述
が
殊
更
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
翻
刻
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
】

　

・
基
本
的
に
通
行
の
字
体
に
改
め
る
と
と
も
に
、
句
読
点
や
引
用
符
を
適
宜
加
え
た
。

　

・
不
明
箇
所
は
、
□
で
示
し
た
。

第
壹
番　
紀
州
牟
婁
郡
青
巌
渡
寺　

那 

知 

山　
本
尊
如
意
輪
観
世
音

　

ふ
た
ら
く
や
き
し
う
つ
な
み
は
み
く
ま
の
ゝ
な
ち
の
お
や
ま
に
ひ
ゞ
く
た
き
つ
せ

　
　
　

和 

泉 

式 

部

ハ
歌
道
に
志
深
く
、
那
知
山
観
音
に
祈
り
て
、
遂
に
百
人
一
首
の
内
に
撰
れ
し
な
り
。
度
々
那
知
山
さ
ん
け
い
し
、
ふ
と
月
の
障
り
て
、

〇
は
れ
や
ら
ぬ
身
の
う
き
雲
の
た
な
び
き
て
月
の
さ
は
り
と
な
る
そ
か
な
し
き
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と
詠
し
た
る
。
其
夜
、
権
現
の
御
返
哥
に
、

〇
も
と
よ
り
も
ち
り
ま
し
は
る
神
な
れ
は
月
の
障
り
は
な
に
か
苦
る
し
き

と
よ
ま
せ
給
ふ
故
、
心
よ
く
参
詣
を
と
け
し
と
。
和
歌
文
学
始
め
達
人
と
な
り
し
ハ
、
大
悲
の
利
益
な
り
。

第
二
番　
紀
州
名
草
郡　

紀 

三 

井 

寺　
本
尊
等
身
十
一
面
観
音

　

ふ
る
里
を
は
る
〳
〵
こ
ゝ
に
き
み
ゐ
で
ら
花
の
み
や
こ
も
ち
か
く
な
る
ら
ん

　
　
　

威 

光 

上 

人

開
基
に
し
て
、
唐
土
し
渡
来
し
た
る
れ
い
ぶ
つ
、
大
般
若
経
を
写
し
給
ふ
時
、
美
人
参
詣ケ

イ

に
来
り
、
上
人
、
「
何
方
の
者
な
る
や
」
と
問ト

イ

け

る
に
、
れ
い
拝
し
て
清
浄
水
の
瀧
つ
ぼ
の
中
に
隠
れ
し
か
、
三
年
を
経
て
美
女
又
来
り
、
微
妙
の
法
螺
貝
、
如
意
、
香
爐
、
加
葉
の
錫
杖
、

横
道
の
桜
等
、
五
品
を
献
じ
て
、
「
妾
ハ
篭

（
マ
マ
）女

な
り
。
上
人
の
尊
き
法
を
聴
聞
し
、
そ
の
功
徳
に
て
成
仏
得ト

ク

脱タ
ツ

せ
り
」
。
拝
れ
い
し
て
、
空

中
を
西
方
へ
飛
行
せ
り
。
此
よ
り
毎
年
七
月
七
日
に
灯
籠
を
献
す
る
也
。

第
三
番　
紀
州
那
賀
郡　

粉 

河 

寺　
本
尊
等
身
千
手
千
眼
観
音

　

ち
ゝ
は
ゝ
の
め
ぐ
み
も
ふ
か
き
粉
川
て
ら
ほ
と
け
の
ち
か
ひ
た
の
も
し
の
み
や

　
　
　

 

渋 

川 

佐 

大 

夫

河
内
の
人
に
て
、
一
子
大
病
に
て
、
百
事
手
を
尽
せ
と
も
功
な
く
、
夫
婦
心
を
痛
め
、
折
か
ら
童
子
来
り
、
千
手
陀
羅
尼
を
教
へ
け
る
に
、

苦
痛
を
の
か
れ
、
夫
婦
は
大
悦
ひ
て
謝
礼
す
れ
ど
も
、
一
文
も
う
け
ず
娘
の
箸
紙
を
と
り
て
、
「
粉
河
の
者
な
り
」
と
て
去
る
。
快
癒
の
後

た
づ
ぬ
れ
ど
知
れ
ず
。
庵
に
い
こ
へ
し
に
、
仏
間

光
明
か
ゝ
や
き
て
、
千
手
観
音
の
御
手
に
子
の
箸
紙
か
ゝ
り
居
て
、
「
偖
て
ハ
彼
の

童
子
ハ
仏
に
お
わ
せ
し
や
」
と
知
、
遂
ひ
に
世
に
こ
の
名
も
高
く
、
渋
川
村
の
冨
女
の
建
立
施
主
な
る
は
か
く
れ
な
き
事
也
。

第
四
番　
和
泉
国
和
泉
郡　

槇 

尾 

寺　
本
尊
等
身
千
手
観
音
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み
や
ま
ぢ
や
ひ
ば
ら
松
ば
ら
わ
け
ゆ
け
は
ま
き
の
お
て
ら
に
こ
ま
ぞ
い
さ
め
る

　
　
　

光 
明 

皇 

后

智チ

海カ
イ

上
人
と
て

行
ギ
ヤ
ウ

法ホ
ウ

堅ケ
ン

固ゴ

の
御
方
に
て
、
あ
る
時
、　

来
り
て
上
人
の
尿バ

リ

を
な
め
て
孕
み
、
女
子
を
産
り
。
見
捨
が
た
く
、
村
人
養
育
せ

し
に
、
七
才
の
時
、
田
を
植
付
居
し
に
、
藤
原
の
不
比（

マ
マ
）御

寺
に
参
詣
の
お
り
此
女
を
み
る
に
、
身
体
よ
り
光
明
を
は
な
ち
、
「
扨
ハ
観
音
の

御
告
こ
れ
な
る
べ
し
」
と
尊
ん
で
つ
れ
ゆ
き
帝
に
奉
り
て
、
聖
武
帝
御
寵
愛
深
か
り
し
と
。
ゆ
へ
に
光
明
皇
后
と
な
づ
け
給
ふ
。
殊
ニ
仏

に
信
仰
深
く
、
実
に
観
音
の
応
化
也
ト
知
。

第
五
番　
河
内
国
丹
南
郡　

藤 
井 
寺　
本
尊
千
手
千
眼
観
音

　

ま
い
る
よ
り
た
の
み
を
か
く
る
ふ
し
ゐ
て
ら
は
な
の
う
て
な
に
む
ら
さ
き
の
く
も

　
　
　

藤 

井 

安 

基

大
和
人
で
放
ら
つ
邪
け
ん
の
も
の
あ
り
て
、
白
石
山
に
て
鹿
を
と
り
、
堂
に
入
て
経
机
を
爼マ

ナ

板
と
な（

マ
マ
）仏

具
を
と
り
出
し
て
う
つ
わ
と
な
し
、

そ
の
鹿
を
煮
て
食
し
、
俄
か
に
死
し
て
地
獄
に

陥
ヲ
チ
イ

り
、
ゑ
ん
ま
の
前
に
て
大
罪
苦
患
う
け
あ
る
処
へ
、
童
子
現
れ
て
、
「
か
れ
ハ
我
長
谷

寺
の
再
興
の
材
木
を
ひ
き
し
善ゼ

ン

根ゴ
ン

あ
る
ゆ
へ
、
速
か
に
沙

（
マ
マ
）婆

に
か
へ
し
給
へ
」
と
あ
り
け
れ
。
蘇
生
し
た
め
に
改
心
し
、
行
基
の
弟
子
と

な
り
て
、
こ
の
本
尊
を
つ
く
り
、
こ
ゝ
に
安
置
し
故
に
、
藤
井
寺
と
云
な
り
。

第
六
番　
大
和
国
高
市
郡　

壺 

阪 

寺　
本
尊
千
手
千
眼
観
音

　

い
は
を
た
て
水
を
た
ゝ
へ
て
つ
ぼ
さ
か
の
に
は
の
い
さ
こ
も
し
や
う（

マ
マ
）な

る
ら
ん

　
　
　

瞽 

者 

沢 

一

垣
（
マ
マ
）武
天
皇
御
眼
病
の
時
、
観
音
の
功
徳
に
て
御
癒

ナ
ヲ
リ

あ
ら
せ
ら
れ
し
に
よ
り
て
、
御
建
立
な
り
し
。
沢
一
と
い
ふ
盲
者
、
千
日
の
間
信
願
せ

し
に
、
更
に
御
利
益
な
き
ゆ
へ
、
本
尊
を
う
ら
み
帰
ら
ん
と
す
る
。
折
し
も
後
よ
り
微
妙
の
声
に
て
「
沢
一
」
と
呼
か
け
ら
れ
、
は
つ
と
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振
向
き
た
る
に
、
ふ
し
ぎ
や
目
ハ
あ
き
ら
か
に
、
御
堂
か
ゝ
や
き
官
女
の
お
姿
に
て
現
れ
給
ふ
に
、
驚
き
深
く
拝
し
、
其
夜
の
夢
に
未
だ

宿
業
つ
き
ず
と
の
御
告
よ
り
、
妻
子
諸
共
三
十
三
所
巡
拝
せ
り
。

第
七
番　
大
和
国
高
市
郡　

岡 

寺　
本
尊
二
臂
如
意
輪
観
音

　

け
さ
見
れ
ば
つ
ゆ
お
か
で
ら
の
庭
の
こ
け
さ
な
か
ら
る
り
の
ひ
か
り
な
り
け
り

　
　
　

長 

門 

の 
少 
女

青
野
の
里
某
の
女
、
西
国
順
礼
を
志
し
に
、
家
を
出
て
多
く
の
諸
人
と
舩
に
の
り
合
、
海
上
に
て
難
風
に
舩
を
く
だ
か
れ
、
残
ら
ず
溺
死

せ
し
に
、
此
娘
の
み
浦
き
し
に
上
り
家
に
送
ら
れ
し
か
バ
、
両
親
よ
ろ
こ
び
次
第
聞
く
に
、
岡
寺
の
御
詠
哥
を
心
に
う
か
び
し
故
念
せ
し

に
、
帆
柱
に
と
り
つ
き
、
又
、
送
り
た
る
漁
夫
ハ
ふ
し
ぎ
な
る
告
あ
り
て
、
浦
に
出
て
助
け
誘
ひ
来
た
り
て
玉
は
り
し
な
り
。
実
に
あ
り

か
た
き
也
。

第
八
番　
大
和
国
城
上
郡　

長 

谷 

寺　
本
尊
等
身
十
一
面
観
世
音

　

い
く
た
び
も
ま
い
る
こ
ゝ
ろ
は
は
つ
せ
寺
山
も
ち
か
ひ
も
ふ
か
き
た
に
か
は

　
　
　

道 

徳 

上 

人

昔
ム
カ
シ

大ヤ
マ

和ト
ノ

洪オ

水ミ
ズ

の
時ト

キ

、
毒ド

ク

木ボ
ク

流ナ
ガ

れ
来キ

タ

リ
、
近チ

カ

よ
る
者
命
を
失
ふ
。
上
人
是
を
な
げ
き
、

エ
ン

摩マ

の
御
前
に
至
り
其
事
を
御
尋
ね
あ
り
し
に
、
大

王
の
御
答
ひ
に
、
「
彼
の
毒
木
を
以
て
大
悲
の
の

（
マ
マ
）像

を
刻
み
、
諸
人
に
拝
ま
せ
バ
、
変
し
て
薬
と
な
る
。
又
、
日
本
の
国
ハ
観
音
の
霊レ

イ

場

三
十
三
所
あ
り
。
是
に
巡
礼
す
れ
バ
地
獄
へ
来
る
事
な
し
」
と
仰
。
故
に
、
末
世
衆
生
か
疑
ひ
を
起
さ
ぬ
証
を
、
大
王
直
筆
に
血
判
し
あ

た
ふ
。
上
人
、
諸
人
に
見
せ
、
後
、
中
山
寺
隠
居
し
什
物
ト
ス
。

第
九
番　
南
都
興
福
寺　

南 

円 

堂　
本
尊
不
空
羂
索
三
目
八
臂

　

は
る
の
日
は
な
ん
ゑ
ん
と
ふ
に
か
ゞ
や
き
て
み
か
さ
の
山
に
は
る
ゝ
う
す
く
も
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春 

日 

明 

神

御
父
右
大
臣
、
藤
氏
の
子
孫
盛
を
弘
法
大
師
に
御
尋
あ
り
し
か
バ
、
不
空
羂
索
の
像
を
進
ず
。
此
御
堂
建
立
の
時
、
人
夫
に
交
て
土
木
を

運
び
給
ふ
。
日
雇
賃
銭
を
一
文
も
給
は
ず
。
成
就
の
後
ち
一
首
の
哥
を
詠
じ
て
、
此
時
明
神
と
知
れ
た
り
。

〇
祁し

陀だ

落ら
く

の
南
の
岸
に
ど
う
建
て
い
ま
で

（
マ
マ
）栄

へ
ん
き
た
の
ふ
じ
な
み

と
詠
じ
ら
れ
て
き
へ
給た

ま

へ
り
。
「
此
寺
と
藤
原
家
を
な
か
く
ま
も
る
べ
し
」
と（

マ
マ
）給

ふ
な
り
と
。

第
拾
番　
山
城
国
宇
治
郡　

三 
室 

戸 

寺　
本
尊
二
臂
千
手
観
世
音

　

よ
も
す
か
ら
月
を
み
む
ろ
と
わ
け
行
ば
宇
治
の
川
せ
に
た
つ
は
し
ら
な
み

　
　
　

 

田 

村 

農 

女

此
娘
ハ
常
仏
道
を
尊
び
、
殊
に
観
音
を
ふ
か
く
し
ん
じ
、
あ
る
日
、
村
人
蟹
を
殺
さ
ん
と
す
る
に
、
此
女
銭
を
出
し
て
買
取
り
は
な
ち
や

り
し
と
。
又
、
此
父
田
よ
り
か
い
り
道
に
、
蛇
が
か
い
る
を
吞
ま
ん
と
す
る
を
、
助
け
ん
と
す
れ
と
な
か
〳
〵
放
さ
ず
。
お
や
じ
た
は
む

れ
に
「
わ
か
娘
を
や
る
」
と
ゆ
ふ
一
言
を
き
ゝ
は
け
、
す
ぐ
は
な
し
け
る
に
、
そ
の
夜
、
美
男
児
な
り
て
入
来
る
に
驚
き
、
娘
ハ
一
間
居

り
て
経
文
一
心
に
読
け
る
ゆ
へ
、
を
そ
れ
ち
か
ず
く
あ
た
は
ず
。
暫
時
す
る
間
に
、
大
な
蟹
沢
山
来
り
て
、
蛇
の
体
を
挟
切
て
恩
を
報
ぜ

し
と
。
此
家
寺

。

第
十
一
番　
山
城
国
宇
治
郡　

醍 

醐 

寺　
本
尊
準
提
観
世
音

　

ぎ
や
く
ゑ
ん
も
も
ら
さ
で
す
く
ふ
く
わ
ん
な
れ
は
じ
ゆ
ん
れ
い
ど
う
は
た
の
も
し
き
か
な

　
　
　

聖 

宝 

僧 

正

僧
正
ハ
智
徳
勝
し
名
僧
に
し
て
、
役エ

ン

の
行
者
熊
野
へ
出
る
峯
入
を
始
め
給
ふ
、
そ
の
折
し
も
大
蛇
出
て
峯
入
し
か
た
く
、
僧
正
ハ
無
双
の

勇
力
放
、
大

を
以
て
大
蛇
を
た
い
じ
、
二
度
の
峯
入
を
開
き
給
ふ
。
そ
の
大
蛇
の
毒
に
当
り
て
苦
痛
た
へ
が
た
く
、
準
胝
陀
羅
尼
を
誦
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し
て
一
心
に
念
ず
。
其
夜
の
夢
に
観
音
現
れ
、
「
宇
治
の
笠
取
山
に
霊
水
有
。
早
く
行
て
浴
せ
よ
」
と
告
給
ふ
。
僧
正
直
ち
に
行
て
ゆ
あ
み

せ
し
に
、
た
ち
ま
ち
平
愈
し
、
此
時
異
僧
現
れ
、
「
汝
観
音
の
像
を
彫
み
一
寺
を
建
立
せ
よ
」
。
霊レ

イ

木
を
あ
た
い
て
消
へ
給
ふ
な
り
し
。

第
十
二
番　
近
江
国
志
賀
郡　

岩 

間 

寺　
本
尊
千
手
千
眼
観
世
音

　

み
な
か
み
は
い
つ
こ
な
る
ら
ん
い
は
間
で
ら
き
し
う
つ
な
み（

マ

マ

）

か
ま
つ
か
ぜ
の
お
と

　
　
　

芭 

蕉 

翁

ば
せ
を
翁
ハ
、
天
下
に
俳
家
の
名
声
を

轟
ト
ヾ
ロ

か
し
た
き
心
願
よ
り
、
常
に
岩
間
寺
に
こ
も
り
て
祈
誓
し
、
国
分
山
に
閑
居
し
、
此
庵
り
を
幻

住
庵
と
号
け
、
三
年
間
住
ひ
居
。
九
十
日
間
法
華
経
二
十
八
巻
を
小
石
に
一
字
づ
ゝ
書
、
こ
の
里
の
子
供
に
こ
の
石
を
拾
は
せ
、
持
来
る

者
に
菓
子
与
へ
速
か
に
成
就
し
、
遂
ひ
に
大
悲
の
霊
験
に
よ
り
一
天
に
名
を
か
ゞ
や
せ
し
事
、
偏
に
仏
御
聖
徳
の
賜
の
な
り
。
幻
住
庵
の

名
、
こ
れ
に
よ
り
て
あ
り
。

　
　

ま
づ
頼
む
椎
の
木
も
あ
り
夏
木
立

第
十
三
番　
近
江
国
滋
賀
郡　

石 

山 

寺　
本
尊
二
臂
如
意
輪
観
音

　

の
ち
の
世
を
ね
か
ふ
こ
ゝ
ろ
は
か
ろ
く
と
も
仏
の
ち
か
ひ
お
も
き
い
し
や
ま

　
　
　

京 

本 

願 

寺 

七 

世 

の 

上 

人

石
山
寺
に
参
詣
あ
り
し
時
、
そ
の
ほ
と
り
召
抱
へ
し
女
、
寵
愛
あ
り
て
若
君
誕
生
あ
り
。
布
袋
丸
と
い
ふ
。
御
母
御
常
々
一
宇

（
マ
マ
）再

興
の
旨

御
申
あ
り
。
六
才
の
時
、
鹿
の
子
振
袖
を
き
せ
、
そ
の
す
か
た
を
絵
に
写
し
、
一
首
の
う
た
を
の
こ
し
、
石
山
寺
か
へ
ら
せ
給
ふ
。

〇
恋
し
く
バ
尋
来
て
見
よ
唐
橋
の
石
た
つ
山
は
母
の
ふ
る
さ
と

と
詠
じ
、
か
へ
り
給
ふ
。
石
山
寺
ハ
是
迄
御
留
守
七
年
目
に
か
へ
り
、
鹿
の
子
の
御
影
と
御
書
れ
た
る
六
字
の
名
号
と

（
マ
マ
）仏

の
御
手
に
持
被

来
た
る
。
布
袋
丸
ハ
蓮
如
。
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第
十
四
番　
近
江
国
滋
賀
郡　

三 

井 

寺　
本
尊
如
意
輪
観
音

　

い
て
ゐ
る
や
な
み
ま
の
月
は
三
井
寺
の
か
ね
の
ひ
ゞ
き
に
あ
く
る
み
づ
う
み

　
　
　

大 
津 
町 

下 

女 

杉 

ハ

三
井
寺
へ
さ
ん
け
い
し
、
朋
輩
ハ
み
な
笑
ひ
し
か
、
少
し
も
心
に
と
め
ず
。
そ
の
こ
ろ
世
け
ん
に
お
こ
り
病
流
行
し
、
一
人
も
の
か
る
ゝ

事
な
け
れ
と
も
、
此
女
の
み
斗
り
何
事
も
な
く
、
あ
る
時
、
二
階
に
積
あ
げ
た
る
薪
を
取
ん
と
は
し
ご
か
け
上
り
し
に
、
梯
子
を
れ
、
真

逆
さ
ま
に
石
う
す
の
上
に
落
、
上
に
数
多
の
薪
お
ち
、
骨
身
も
碎
け
る
有
様
な
る
に
、
何
の
け
が
も
な
き
ゆ
へ
、
余
り
ふ
し
ぎ
さ
、
身
体

を
あ
ら
た
む
る
に
、
懐
中
よ
り
如
意
輪
観
音
の
像
出
給
ふ
。
家
内
一
日
、
扨
ハ
大
悲
の
御
助
と
知
れ
タ
リ
。

第
十
五
番　
山
城
国
落
東
泉
山　

今 
熊 
野　
本
尊
等
身
十
一
面
観
音

　

む
か
し
よ
り
た
つ
と
も
し
ら
ぬ
い
ま
く
ま
の
ほ
と
け
の
ち
か
ひ
あ
ら
た
な
り
け
り

　
　
　

楠 

正 

成

当
寺
の
観
音
を
深
く
信
じ
、
日
毎
に
普フ

門モ
ン

品ボ
ン

を

怠
ヲ
コ
タ
ラ

す
読
。
赤
阪
落
城
の
時
、
百
姓
の
婆
に
身
を
や
つ
し
落
行
所
を
、
敵
陣
の
中
よ
り
見

咎
め
、
吉
崎
勘カ

解ゲ

由ユ

左
エ
門
射
殺
ん
と
放
ち
、
そ
の
矢
、
正
成
か
右
の
肘ヒ

ジ

に
当
り
し
か
ど
も
、

毫
ス
コ
シ

も
痛
む
事
な
く
落
延
て
、
右
の
腕
を
見

る
に
き
す
も
な
く
、
正
成
竒
異
の
思
ひ
を
な
し
、
懐
中
せ
し
観
音
経
開
き
見
る
に
、
ふ
し
ぎ
や
、
一
心
称
名
の
御
文
の
処
に
矢
疵
甚
し
く
、

扨
ハ
観
音
の
加
護
我
を
助
け
給
ふ
か
と
、
涙
だ
な
か
ら
信
一
層
し
給
ふ
と
。

第
十
六
番　
山
城
国
落
東
音
羽
山　

清 

水 

寺　
本
尊
等
身
楊
柳
観
音

　

松
風
や
音
羽
の
た
き
の
き
よ
水
を
む
す
ふ
こ
ゝ
ろ
の
す
ゝ
し
か
る
ら
ん

　
　
　

熊 

野 

御 

前

ハ
常
に
清
水
寺
の
観
音
を
信
じ
、
世
に
名
高
き
美
人
原
、
宗
盛
卿
御
寵
愛
厚
く
、
昼
夜
そ
ば
を
は
な
さ
ず
。
熊
の

（
マ
マ
）ハ

母
の
大
病
な
れ
と
も
、
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宗
盛
卿
よ
り
御
い
と
ま
を
被
下
ず
。
心
な
ら
ず
も
日
を
を
く
り
し
が
、
清
水
の
花
見
を
も
よ
ふ
し
給
ふ
に
、

妹
イ
モ
オ
ト

朝ア
サ
ガ
ホ

母
の
使
と
な
り
て

来
り
し
。
君
に
文
を
さ
ゝ
げ
て
姉
の
い
と
ま
を
乞
ふ
と
雖
も
聞
入
な
く
、
花
見
の
御
と
も
に
つ
れ
行
き
し
に
、
姉
は
一
心
に
大
悲
を
ね
が

ひ
一
首
の
哥
を
詠
じ
け
る
に
、
宗
も
り
聞
し
め
し
、
其
場
て
御
暇
被
下
れ
と
也
。

第
十
七
番　
山
城
国
落
東
普
陀
落
山　

六 

波 

羅 

密 

寺　
本
尊
等
身
十
一
面
観
音

　

お
も
く
と
も
い
つ
ゝ
の
つ
み
は
よ
も
あ
ら
し
ろ
く
は
ら
堂
へ
ま
い
る
身
な
れ
ば

　
　
　

空 

也 

上 

人

天
暦
五
年
の
春
、
京
都
市
中
至
る
所
悪ヤ

ク

疫ビ
ヲ

流
行
の
為
に
、
人
死
往
来
に
た
を
れ
、
家
に
か
な
し
み
、
数
万
人
々
悲
し
み
な
げ
き
、
見
る
に

し
の
び
ず
し
て
、
空
也
上
人
自
か
ら
尊
像
を
彫
み
祈
り
て
車
に
乗
せ
、
町
を
曳
渡
り
て
信
心
を
進
め
し
に
、
一
度
曳
渡
り
た
る
町
ハ
た
ち

ま
ち
に
な
ほ
り
け
る
に
、
衆
人
大
悲
の
妙
知
力
を
尊
み
、
遂
に
当
寺
建
立
し
た
り
。
後
、
村
上
天
皇
御
き
こ
し
召
て
、
大
ゐ
に
御
信
仰
深

か
り
し
な
り
。
仏
の
茶
湯
を
元
朝
に
服
し
給
へ
り
。
故
に
王オ

服ブ
ク

の
言
始
り
。

第
十
八
番　
山
城
国
洛
中　

六 

角 

堂　
本
尊
六
臂
如
意（
マ
マ
）観

音

　

我
か
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
は
む
つ
の
か
ど
た
ゝ
ま
ろ
か
れ
と
い
の
る
な
り
け
り

　
　
　

池 

の 

坊

当
本
尊
ハ
、
聖シ

ヨ

徳ト
ク

太
子
霊
木
の
大
杉
一
本
を
以
て
、
六
角
堂
を
建
て
給
ふ
。
壱
人
臣
を
堂
守
と
な
し
、
是
れ
即
ち
池
の
坊
な
り
。
本
尊
児チ

ゴ

と
な
り
て
、
立
花
活イ

ケ

花
の
法
を
教
へ
給
ふ
。
こ
れ
即
、
日
本
立
花
い
け
花
の
本
原
な
り
。
観
音
大
悲
の
御
伝
授
に
て
、
元
祖
池
の
坊
よ
り

千チ

場バ

未
生
草カ

ウ

堂ド
ウ

及
遠
州
流

と
区
々
に
別
れ
し
も
、
大
原
ハ
六
角
堂
池
の
坊
と
、
大
ゐ
に
世
高
か
り
し
な
り
。
大
悲
の
霊
け
ん
、
尊
と
か

り
し
こ
と
ゝ
も
な
り
。

第
十
九
番　
山
城
国
洛
中　

革 

堂　
本
尊
等
身
千
手
千
眼
仏
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は
な
を
見
て
い
ま
は
の
そ
み
も
か
う
堂
の
に
は
の
ち
く
さ
も
さ
か
り
な
り
け
り

　
　
　

東 
山 

大 

工 

某

つ
ね
に
か
ん
を
ん
し
ん
じ
、
朝
夕
に
さ
ん
け
い
い
た
し
け
る
に
、
丹
後
笹
山
に
を
ば
あ
り
て
大
病
の
よ
し
申
し
来
り
し
ゆ
へ
、
い
そ
ぎ
し

た
く
し
た
る
に
、
そ
の
つ
ま
密
夫
あ
り
て
、
本
夫
の
べ
ん
と
ふ
に
ど
く
を
し
こ
み
て
こ
ろ
さ
ん
と
た
く
み
し
に
、
ゆ
め
に
も
し
ら
ず
丹
波

路
に
出
る
と
、
山
賊
あ
ら
わ
れ
い
で
ゝ
べ
ん
と
衣
類
迄
は
き
と
ら
れ
、
を
は
に
こ
の
よ
し
を
は
な
し
け
れ
は
、
大
ゐ
に
奴

（
マ
マ
）り

、
お
は
の
し

ん
類
を
い
か
け
行
く
に
、
死
し
居
た
り
。

第
二
十
番　
山
城
国
洛
西
小
塩
山　

善 

峰 

寺　
本
尊
等
身
千
手
千
眼
観
世
音

　

野
を
も
す
き
山
路
に
む
か
ふ
あ
め
の
そ
ら
よ
し
み
ね
よ
り
も
は
る
ゝ
夕
た
ち

　
　
　

開 

山 

源 

算 

上 

人

上
人
ハ
母
の
胎
内
に
あ
る
に
、
母
を
く
る
し
め
し
不
祥
子
な
り
と
て
、
山
に
捨
て
ら
れ
、
阿
知
坂
の
神
守
護
し
給
ふ
故
、
鳥
獣
も
害
せ
ず
、

村
人
拾
ひ
あ
げ
、
十
六
才
の
時
叡
山
に
の
ぼ
り
て
、
後
、
源
算
と
号
し
、
母
の
亡
を
聞
。
当
山
に
来
り
練
行
つ
く
し
か
た
く
、
只
か
ん
お

ん
を
し
ん
じ
、
是
に
依
て
山
の
神
雇
夫
と
な
し
、
然
る
に
猿
鹿
来
り
て
岩
石
を
平
地
と
な
し
、
此
事
天
皇
に
き
こ（

マ
マ
）め

さ
れ
て
、
仏
閣
を
御

建
立
あ
り
。
上
人
ハ
百
七
才
の
寿
を
保
ち
、
実
に
越
前
の
仏
知
法
印
と
ひ
と
し
か
り
。

第
二
十
一
番　
丹
波
国
桑
田
郡
菩
提
山　

穴 

穂 

寺　
本
尊
等
身
聖
観
世
音

　

か
ゝ
る
世
に
む
ま
れ
あ
ふ
身
の
あ
な
を
や
と
お
も
は
で
た
の
め
と
こ
ゑ
ひ
と
こ
ゑ

　
　
　

辰 

女

亀
山
金
屋
の
下
婢
に
て
、
つ
ね
〴
〵
観
音
を
ふ
か
く
し
ん
じ
け
る
。
そ
の
こ
ろ
や
く
病
流
行
の
を
り
か
ら
に
て
、
家
内
中
伝
染
し
、
あ
る

日
、
亭
主
、
た
つ
女
の
居
間
を
見
ま
わ
り
し
に
、
光
明
か
ゞ
や
き
し
ゆ
へ
、
た
つ
女
に
事
を
尋
る
に
、
昨
夜
ふ
か
に
ま
く
ら
べ
に
貴
僧
あ
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ら
ワ
れ
来
、
柳
の
枝
に
て
甘
露
の
如
く
水
を
吾
口
中
へ
た
ま
は
り
、
心
能
き
事
更
な
り
。
「
何
れ
の
御
方
な
る
や
」
と
尋
申
せ
バ
、
「
穴
穂

寺
の
者
な
り
」
と
御
答
あ
り
し
ま

ゞ
（
マ
マ
）

、
病
苦
と
も
に
ゆ
め
の
如
く
き
へ
給
ふ
。
大
悲
の
御
恵
み
こ
そ
あ
り
か
た
き
也
。

第
二
十
二
番　
摂
津
国
嶋
下
郡
普
陀
洛
山　

摠 

持 

寺　
本
尊
千
手
千
眼
観
世
音

　

お
し
な
へ
て
た
か
き
い
や
し
き
そ
う
じ
し
の
ほ
と
け
の
ち
か
ひ
た
の
ま
ぬ
は
な
し

　
　
　

山 

蔭 

中 
納 
言

高
房
卿
ハ
六
才
御
子
を
つ
れ
西
国
下
向
の
道
す
が
ら
、
大
亀
を
殺
さ
ん
と
す
る
見
て
、
亀
を
か
い
と
り
に
が
し
た
ま
へ
し
。
そ
の
後
ち
、

う
ば
お
ん
子
を
あ
や
ま
ち
て
海
中
に
を
と
し
け
る
に
、
父
高
房
卿
い
た
く
か
な
し
み
給
ふ
。
長
谷
の
観
音
を
祈
り
し
に
、
ふ
し
ぎ
に
も
は

な
ち
に
が
せ
し
大
亀
、
御
子
を
甲
に
の
せ
た
す
け
奉
り
し
に
、
高
房
卿
観
音
霊
け
ん
そ
の
貴
を
し
り
、
志
願
を
そ
の
御
子
に
つ
い
で
、
も

ろ
こ
し
よ
り
栴セ

ン

檀ダ
ン

香
を
と
り
よ
せ
、
大
悲
変
化
の
童
子
に
彫
刻
な
さ
し
め
、
霊
験
殊
に
大
ゐ
な
り
。
信
に
然
り
。

第
廿
三
番　
摂
州
島
下
郡
応
頂
山　

勝 

尾 

寺　
本
尊
千
手
千
眼
観
世
音

　

お
も
く
と
も
つ
み
に（

マ

マ

）

い
の
り
の
か
ち
を
寺
ほ
と
け
を
た
の
む
身
こ
そ
や
す
け
れ

　
　
　

百く 

済た
ら 

王 

后

此
き
さ
き
ハ
有ナ

ダ

名カ
キ

な
る
美
人
に
て
、
国
王
大
ゐ
に
愛
し
玉
ひ
し
が
、
何
な
る
故
に
盛
り
の
齢
に
て
白
髪
と
な
り
、
種
々
手
を
尽
せ
と
も
更

に
験
な
か
り
し
か
、
日
本
播
州
勝
尾
寺
の
観
音
ハ
霊
験
あ
ら
た
な
る
よ
し
夢
に
見
給
ふ
。
直
ち
日
本
の
方
に
向
ひ
一
心
に
祈
誓
し
給
へ
バ
、

不
思
儀
や
、
一
夜
の
う
ち
に
雪
の
如
き
頭
る
り
の
如
く
な
り
し
か
バ
、
国
王
悦
び
の
あ
ま
り
、
即
ち

（
マ
マ
）日

、
周
文
徳
・
揚
仁

の
一

（
マ
マ
）人

を
つ

か
い
と
し
て
、
あ
か
ぬ
い

（
マ
マ
）い
金
鼓
金
鐘
等
を
日
本
勝
尾
寺
に
さ
ゝ
げ
る
。
今
に
こ
の
寺
の
重
物
と
也
し
た
は
ん
。

第
廿
四
番　
摂
津
国
河
辺
郡
紫
雲　

中 

山 

寺　
本
尊
等
身
二
臂
十
一
面
観
音

　

野
を
も
す
ぎ
さ
と
を
も
こ
え
て
な
か
山
の
て
ら
へ
ま
い
る
は
の
ち
の
世
の
た
め
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多 

田 

蔵 

人 

の 

室

多タ

田ヾ
幸ユ

キ

氏ウ
ジ

ハ
常ツ
ネ

々〳
〵

観
音
を
信シ

ン

仰コ
ウ

し
、
其ソ

ノ

奥オ
ク

方ガ
タ

ハ
信
心
を
き
ら
い
、
幸
氏
常
に
な
け
き
給
ひ
、
あ
る
年
の
三
月
、
花
見
に
事
よ
せ
て
中
山
へ

つ
れ
行
し
に
、
奥
方
い
や
〳
〵
本
堂
に
至
り
拝
を
な
し
、
帰
ら
ん
と
せ
し
に
、
鰐
口
の
ひ
も
頭
に
ま
き
つ
き
、
梁
ま
で
釣
り
上
り
、
正
体

を
失
ひ
け
る
ゆ
へ
、
皆
〳
〵
あ
は
て
寺
僧
を
た
の
み
、
仏
罪
を
わ
び
け
る
。
紐
と
け
帰
宅
な
し
後
、
や
ふ
や
く
人
心
と
な
り
、
弥
〳
〵
お

そ
れ
信
心
を
な

（
マ
マ
）。
夫
婦
二
世
安
楽
の
身
と
な
り
給
ふ
。
霊
験
如
此
也
。

第
廿
五
番　
播
磨
国
加
東
郡
御
嶽　

新 

清 

水　
本
尊
千
手
千
眼
観
音

　

あ
は
れ
み
や
あ
ま
ね
き
よ

（
マ
マ
）と

の
し
な
〳
〵
に
な
に
を
か
な
み
の
こ
ゝ
に
き
よ
み
つ

　
　
　

倍 

夫 

太 

郎

ハ
、
鎌カ

マ

足タ
リ

公
入
鹿
を
誅チ

ウ

伐バ
ツ

の
時
、
御
と
も
に
ま
い
り
し
留ル

守ス

中
に
、
妻
は
家
来
大
蔵
と
ま
を
と
こ
な
し
、
太
郎
帰
国
の
後
、
あ
る
日
鹿
狩

に
す
ゝ
め
だ
し
、
し
ん
山
て
こ
ろ
さ
ん
と
た
く
み
し
は
、
ゆ
め
に
も
し
ら
ず
、
白
龍
・
黒
龍
の
犬
を
引
て
山
に
入
し
に
、
彼
の
家
来
一
矢

に
殺
ん
と
せ
し
を
、
犬
、
彼
の
家
来
の
弓
づ
る
を
喰
切
り
、
た
ゞ
ち
に
家
臣
の
首
を
喰
と
り
、
後
妻
を
も
喰
殺
し
。
太
郎
、
そ
の
後
、
犬

の
た
め
に
一
宇
を
た
て
て
犬
寺
と
号
し
、
兼
て
信
仰
の
大
士
の
霊
験
な
り
。

第
廿
六
番　
播
州
加
西
郡
法
華
山　

法 

華 

山　
本
尊
等
身
二
臂
千
手
千
眼

　

春
は
は
な
夏
は
立
花
あ
き
は
き
く
い
つ
も
た
え
せ
ぬ
の
り
の
は
な
や
ま

　
　
　

法 

道 

仙 

人

開
基
上
人
ハ
天
竺
よ
り
渡
り
、
法
花
山
に
て

コ
ウ

鉢
と
云
器
を
飛
し
て
供
養
を
受
。
あ
る
日
ニ
、
藤
井
某
し
禁
中
へ
貢
米
を
積
、
播
州
灘
を

起
（
マ
マ
）へ

、
然
る
に
上
人
鉄
鉢
を
と
ば
し
て
供
米
乞
を
、
藤
井
鉢
を
足
に
か
け
、
鉢
ハ
空
中
に
走
る
に
随
ひ
、
千
石
の
米
皆
つ
ゞ
い
て
と
ぶ

（
マ
マ
）行

し
に
、
藤
井
驚
き
舩
よ
り
上
り
山
に
平
伏
し
て
わ
び
る
と
、
再
び
空
中
よ
り
米
こ
と
〳
〵
く
舩
に
戻
り
、
其
を
り
途
中
に
て
落
た
り
。
其
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地
を
米
田
村
と
ゆ
ふ
。

第
廿
七
番　
播
州
西
加
郡　

書 

写 

山　
本
尊
如
意
綸
観
音

　

は
る
〳
〵
と
の
ほ
れ
は
し
よ
し
や（

マ
マ
）山

お
ろ
し
ま
つ
の
ひ
ゝ
き
も
み
の
り
な
る
な
ん

　
　
　

性 

空 
上 
人

当
時

（
マ
マ
）開

基
天
台
智
徳
の
名
僧
性
空
ハ
、
法
花
三
昧
を
修
し
給
ふ
時
、
空
中
に
音
楽
聞
へ
異
香
薫
じ
、
天
人
天
降
り
、
底

（
マ
マ
）前

の
桜
木
を
礼
拝

す
。
上
人
怪
し
み
、
そ
の
ゆ
へ
を
尋
ね
給
ふ
ハ
、
「
天
下
末
世
衆
生
済
度
の
た
め
、
彼
の
木
を
以
て
観
音
の
像
を
彫
み
、
衆
生
を
す
く
う
べ

し
」
と
知
ら
せ
、
空
中
に
か
へ
り
し
と
。
聖
人
一
宇
を
こ
ん
り
う
し
、
大
悲
を
安
ち
し
給
ふ
。
こ
れ
、
書
写
山
の
開
基
な
り
。

第
二
十
八
番　
丹
後
国
与
謝
郡　

成 
相 
寺　
本
尊
聖
観
世
音

　

な
み
の
音
ま
つ
の
ひ
ゝ
き
も
な
り
相
に
か
せ
ふ
き
わ
た
る
あ
ま
の
は
し
立

　
　
　

斎 

遠 

禅 

師

斎サ
イ

遠エ
ン

ハ
深
く
観
音
を
信
じ
、
然
る
に
貧
に
し
て
、
あ
る
年
大
雪
降
り
、
殆
ど
明
治
二
十
六
年
二
月
十
二

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

日
大
雪
の
如
く
、
百
年
以
降
に
な

き
大
雪
の
た
め
、
人
の
往
来
絶タ

ヘ

て
な
く
、
食
物
な
く
将マ

サ

に
餓ウ

エ

て
死
に
臻イ

タ

ら
ん
と
す
る
処
ろ
、

狼
ヲ
カ
ミ

み
鹿
の
足
を
持
来
り
、
僧
ハ
三
浄
の
肉
な

り
と
て
煮ニ

て
食
し
、
雪
晴ハ

レ

る
る

（
マ
マ
）に

里
人
等
食
物
持
来
り
、
彼
の
語タ

カ

り
を
聞
て
鍋ナ

ベ

を
み
る
に
、
不フ

思シ

議キ

や
木
く
ず
あ
り
。
本
尊
を
拝
す
る
に
、

御
足
切
り
あ
り
。
是
、
仏
の
救ス

ク

ひ
給
へ
し
知
る
。

涙
ナ
ミ
ダ

な
か
ら
彼
の
木
屑ク

ズ

を
当
る
に
、
元
の
如
く
な
り
。
故
に
成
相
寺
。

第
二
十
九
番　
丹
後
鴻
の
浦　

松 

尾 

寺　
本
尊
馬
頭
観
世
音

　

往
昔
は
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん
た
よ
り
を
ば
ち
と
せ
を
こ
ゝ
に
ま
つ
の
尾
の
寺

　
　
　

結 

城 

宗 

太 

夫

常ツ
ネ

々ツ
ネ

馬
頭
観
音
を
信
じ
、
毎
日
参サ

ン

詣ケ
イ

せ
し
か
、
或
夜
浦
人
と
漁
船
に
て
俄
に
悪
風
に
逢ア

ひ
、
乗
合
人
々
海
魚
餌
と
な
り
、
独
り
宗
太
夫
ハ
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ラ
セ
ツ
国
に
漂ナ

ガ

流サ
レ

し
。
一
心
に
観
音
を
祈
る
に
、
ふ
し
ぎ
や
ゆ
め
の
ご
と
く
白
馬
あ
ら
わ
れ
、
宗
太
夫
を
の
せ
て

海
ウ
ミ
ヲ

駆カ

け
古
郷
を
く
ら
れ

し
に
、
つ
ま
子
の
よ
ろ
こ
び
泣
は
か
り
な
り
。
白
馬
ハ
き
へ
失
せ
た
り
。
よ
く
日
当
山
観
音
に
参サ

ン

詣ケ
イ

し
奉
る
に
、
白
馬
の
手
綱
持
ち
給
へ

り
。
い
よ
〳
〵
あ
り
か
た
き
を
感
じ
、
当
山
の
弟
子
と
な
り
て
光
心
と
な
づ
け
、
生
か
い
当
山
に
つ
か
へ
り
と
也
。
開
山
威
老
上
人
千
年

松
よ
り
感
得
の
事
ハ
御
詠
歌
に
有
。

第
三
十
番　
近
江
国
浅
井
郡　

竹 

生 

島　
本
尊
千
手
千
眼
観
世
音

　

月
と（

マ

マ

）

も
に
な
み
間
に
う
か
ふ
竹
生
島
舩（

マ
マ
）た

か
ら
を
つ
む
こ
ゝ
ち
せ
り

　
　
　

仲 

算 

上 

人 

の 
児

此
ち
ご
ハ
観
音
化
身
、
住
僧
仲
算
上
人
の
使
ひ
給
ふ
。
こ
の
児
、
凡
人
な
ら
ら

（
マ
マ
）ざ

る
事
を
し
ら
れ
て
寵
愛
な
さ
れ
し
に
、
ふ
と
行
衛
し
れ

ざ
り
し
に
、
或
時
下
男
山
へ
行
し
に
、
此
ち
ご
木
梢
に
坐
し
て
法
花
経
を
誦
す
。
此
事
を
上
人
へ
告
し
が
、
た
ゞ
ち
に
そ
の
処
に
い
た
り
、

対
面
あ
り
。
琵
琶
を
か
さ
れ
た
り
し
に
、
よ
く
年
十（

マ
マ
）二

月
十
八
日
空
中
に
音
か
く
聞
へ
た
り
し
に
、
舩
中
に
落
た
る
者
、
此
び
わ
な
り
。

上
人
尊
み
、
今
に
宝
物
な
し
、
即
ち
観
音
の
応
化
な
る
示
せ
り
と
な
ん
。

第
三
十
一
番　
近
江
国
蒲
生
郡　

長 

命 

寺　
本
尊
等
身
聖
観
世
音

　

八
千
と
せ
や
柳
に
な
が
き
い
の
ち
て
ら
は
こ
ぶ
あ
ゆ
み
の
か
さ
し
な（

マ
マ
）ら

ん

　
　
　

佐 

原 

藤 

十 

郎

藤
十
郎
ハ
越
前
の
者
に
て
、
深
く
観
音
を
信
仰
し
、
両
親
を
失
ひ
後
、
京
都
に
行
を

（
マ
マ
）道

、
志
賀
の
里
に
て
賊
に
逢
、
金
品
は
ぎ
と
ら
れ
水

中
へ

（
マ
マ
）に

打
こ
ま
れ
し
に
、
夜
中
浪
間
に
光
明
の
か
ゞ
や
き
し
ゆ
へ
、
漁
夫
あ
や
し
み
あ
み
を
打
し
に
、
か
ゝ
り
し
も
の
ハ
彼
の
藤
十
郎
で
、

常
に
肌
身
に
つ
け
長
命
寺
の
守
仏
、
光
明
を
放
ち
給
ふ
故
よ
み
か
へ
り
命
た
す
か
り
、
仏
の
あ
り
か
た
き
た
え
ず
。
此
の
寺
の
で
し
と
な

り
な（

マ
マ
）り

、
堅
田
村
に
堂
舎
を
た
て
、
生
涯
仏
に
つ
か
へ
り
と
。
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第
三
十
二
番　
近
江
国
神
崎
郡　

観 

音 

寺　
本
尊
千
手
千
眼
観
世
音

　

あ
な
と
う
と
み
ち
ひ
き
た
ま
へ
観
音
寺
と
ほ
き
く
に
よ
り
は
こ
ぶ
あ
ゆ
み
を

　
　
　

人 
魚

聖シ
ヨ

徳ト
ク

太タ
イ

子シ

此
石
寺
村
を
通
り
給
ふ
時
、
芦ア

シ

原ワ
ラ

の
中
よ
り
、
頭
ハ
人
に
し
て
全
身
魚
の
か
た
ち
な
る
も
の
這ハ

イ

上
り
、
「
私
ハ
元
こ
の
浦
の
殺セ

ツ

生

を
こ
の
み
し
つ
み
重
な
り
、
か
よ
ふ
の
あ
さ
ま
し
き
す
か
た
と
な
り
て
生
れ
来
り
。
大
慈
を
た
れ
さ
せ
玉
ひ
、
一
宇
の
堂
舎
に
大
悲
の
像

を
安
置
し
給
ひ
、
わ
れ
を
た
す
け
給
ひ

（
マ
マ
）

」
と
願
け
れ
ば
、
太
子
自
ら
千
手
観
音
の
像
を
彫
み
、
大
伽
藍
を
建
立
し
、
入
仏
供
養
の
と
き
人

魚
浮
み
い
で
、
ま
の
あ
た
り
天
上
界
へ
生
を
更
し
と

ゞ
（
マ
マ
）

。

第
三
十
三
番　
美
濃
国
大
野
郡　

谷 
汲 
寺　
本
尊
等
身
十
一
面
観
音

　

今
ま
で
は
お
や
と
た
の
み
し
お
ひ
つ
る
を
ぬ
ぎ
て
お
さ
む
る
み
の
ゝ
谷
ぐ
み

　
　
　

大 

倉 

太 

郎 

信 

満

大オ
ー

倉ク
ラ

ハ
奥オ

ー

州シ
ウ

の
金
商
人
な
り
。
常
々
大
悲
を
深
く
信
じ
、
或
時
、
文
殊
菩
薩
童
子
に
化
し
て
、
霊
木
榎
木
に
て
尊
像
を
造
り
信
満
に
与
へ

給
ふ
。
京
都
仁
和
寺
に
於
て
供
養
し
、
既
に
美
濃
た
る
井
迄
来
り
し
が
、
お
づ
し
重
く
盤
石
の
こ
と
く
、
尊
像
御
づ
し
の
な
か
よ
り
出
給

へ
、
「
こ
の
と
こ
ろ
に
有
縁
の
池

（
マ
マ
）あ

り
」
と
、
五
里
計
り
行
と
ゞ
ま
り
給
ふ
。
即
ち
今
の
谷
汲
な
り
。
太
郎
ハ
大
悲
を
建
立
し
、
尊
像
の
蓮

台
の
下
に
た
ゝ
づ
み
、
涌ワ

キ

出
る
池

（
マ
マ
）に

て
常
灯
明
と
な
り
。
故
に
谷
汲
。
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図
１　
『
西
国
三
十
三
所
観
世
音
聯
合
開
扉
記
念
お
み
や
げ
』
・

袋
表
面
（
揖
斐
川
町
立
谷
汲
図
書
館
所
蔵
）

図２　『同上』・第廿一番菩提山穴太寺
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図３　昭和二年西国札所総出開帳案内地図（岐阜県図書館所蔵）
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図４　『西国三十三番及御詠歌観音霊験記』（稿者架蔵）
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図
５　
『
西
国
三
十
三
番
及
御
詠
歌
観
音
霊
験
記
』
（
稿
者
架
蔵
）

　
　
　

第
二
十
八
番
成
相
寺
条
（
第
一
列
第
四
段
）

図６　『同上』濃尾地震被害図・奥村
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